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明
治
29
年
の

「
北
海
道
地
形
図
」
を
見
る
と

北
村
に
は

開
墾
予
定
地
を
示
す

殖
民
区
画
の
線
が

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
空
白
が
物
語
る
の
は
、

泥
炭
地
ゆ
え
、

耕
作
に
適
さ
な
い
と

み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

人
々
は
、
そ
ん
な
土
地
を
、

不
屈
の
闘
志
で

実
り
豊
か
な
農
地
に

変
え
ま
し
た
。

そ
の
軌
跡
を

ひ
も
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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　「
最
初
は
ね
、『
ロ
ボ
ッ
ト
に
何
が
で
き
る
の
さ
』
っ
て
、
思
っ
て

た
。
で
も
、
一
緒
に
仕
事
し
て
み
て
、
け
な
げ
に
働
く
イ
イ
奴
だ

な
っ
て
思
え
て
き
た
の
さ
」。
こ
う
話
す
の
は
、
い
わ
み
ざ
わ
地
域

I
C
T
農
業
利
活
用
研
究
会
前
会
長
の
西に
し
や
う
ち
と
し
は
る

谷
内
智
治
さ
ん
で
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
に
は
レ
ベ
ル
１
か
ら
レ
ベ
ル
３
が
あ
り
ま
す
。

【
レ
ベ
ル
１
】
人
が
乗
っ
て
い
て
自
動
で
操
縦
し
て
く
れ
る
。

【
レ
ベ
ル
２
】
１
台
に
の
み
人
が
乗
り
、
残
り
の
複
数
台
が

　
　
　
　 

　
圃
場
内
で
無
人
運
転
で
き
る
。

【
レ
ベ
ル
３
】
遠
隔
監
視
で
公
道
を
走
り
、
圃
場
か
ら

　
　
　
　
　 

圃
場
へ
と
移
動
し
、
農
作
業
を
行
え
る
。

　
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
は
、【
レ
ベ
ル
２
】
ま
で
進
化
し

て
い
ま
す
。
人
工
衛
星
を
使
っ
た
測
位
シ
ス
テ
ム
で
自
分
の
位

置
を
正
確
に
知
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
無
人
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
衛
星
に
よ
る
測
位
情
報
は
、
岩
見
沢
市
が
設

け
た
基
地
局
に
よ
る
補
正
で
、
誤
差
が
わ
ず
か
２
～
３
㎝
と
い
う

高
精
度
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
S
F
の
よ
う
な
光
景
は
、
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）、
西

谷
内
さ
ん
ら
農
家
が
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
農
業
に
活

用
す
る
い
わ
み
ざ
わ
地
域
I
C
T
農
業
利
活
用
研
究
会
を
、
い

ち
早
く
立
ち
上
げ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
に
岩
見
沢

市
と
北
海
道
大
学
、
J
A
が
合
流
し
、
産
官
学
の
連
携
が
で
き

ま
し
た
。
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
北
海
道

大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
副
研
究
院
長
・
教
授
の
野
口
伸の

ぼ
るさ

ん

は
こ
う
語
り
ま
す
。「
近
年
は
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
農

地
を
集
約
し
て
大
規
模
化
し
、
農
業
機
械
が
大
型
化
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
大
型
化
は
限
界
に
き
て
い
ま
す
。
自
重
で
土
を
踏

み
固
め
て
し
ま
う
し
、
高
額
で
農
家
の
負
担
も
大
き
い
か
ら
で

す
。
な
ら
ば
50
馬
力
の
小
型
ト
ラ
ク
タ
が
４
台
で
仕
事
を
す
れ

ば
２
０
０
馬
力
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
重
要
な
の
が
、

複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
が
協
調
し
て
動
く
技
術
で
す
。
こ

れ
は
世
界
初
の
技
術
な
の
で
す
」。

　
現
在
、
岩
見
沢
市
、
北
海
道
大
学
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
１
９
年
に
締
結
し
た
「
最
先
端
の
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
マ
ー
ト

農
業
お
よ
び
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
産
官
学
連
携
協
定
」
の
も
と
、
５
G
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト
の
最
新
技
術
の
研
究
開
発
と
実
証
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T
を

日本版GPSともいえる準天頂衛星「みちびき」。
スマート農業になくてはならない存在だ。
画像提供＝JAXA

無人でハンドルが動く、ロボットトラクタの
操縦席（右）。写真提供＝野口伸

後方の有人トラクタが前方の無人トラクタを
見守りながら農作業が進められている（左）。担
い手不足の救世主になるロボットトラクタ。複
数のロボットトラクタが協調して動くのは、世
界初の技術だ（上）。　写真提供＝野口伸

無人で防除作業してます

ボクは【レベル２】の
ロボットトラクタだよ

未来を拓くスマート農業
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術
や
I
C
T
を

日本版GPSともいえる準天頂衛星「みちびき」。
スマート農業になくてはならない存在だ。
画像提供＝JAXA

無人でハンドルが動く、ロボットトラクタの
操縦席（右）。写真提供＝野口伸

後方の有人トラクタが前方の無人トラクタを
見守りながら農作業が進められている（左）。担
い手不足の救世主になるロボットトラクタ。複
数のロボットトラクタが協調して動くのは、世
界初の技術だ（上）。　写真提供＝野口伸

無人で防除作業してます

ボクは【レベル２】の
ロボットトラクタだよ

未来を拓くスマート農業



4

活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業

の
こ
と
。
そ
し
て
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ
テ
ィ
と
は
、
暮
ら
し
や
す
さ
、
産

業
振
興
、
防
災
・
防
犯
な
ど
に
貢
献
す
る
通
信
基
盤
が
整
っ
た
地
域
の
こ

と
で
す
。
北
村
は
、
世
界
最
先
端
の
実
証
実
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
な
の
で
す
。

　
西
谷
内
さ
ん
も
、
担
い
手
の
い
な
く
な
っ
た
農
地
を
引
き
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
両
親
が
引
退
し
、
繁
忙
期
に
は
手
が
回
ら
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
。

「
ス
マ
ー
ト
農
業
で
は
、
農
家
の
奥
さ
ん
の
よ
う
に
、
操
縦
に
慣
れ
て
い
な

い
人
で
も
ト
ラ
ク
タ
で
作
業
で
き
る
し
、
高
齢
者
は
操
縦
で
疲
れ
ず
に
す

む
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
ね
。
防
除
、
除
草
、
追
肥
な
ど
を
自
動
で
行
い
、

衛
星
や
ド
ロ
ー
ン
画
像
か
ら
作
物
の
生
育
状
況
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
て
生
育

の
劣
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
効
率
的
に
肥
料
を
ま
く
こ
と
も
可
能
な
ん
で
す
」

と
、
西
谷
内
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
野
口
さ
ん
い
わ
く
「
農
林
水
産
省
と
総
務
省
の
事
業
で
ロ
ー
カ
ル
５
G

に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
５

G
、
A
I
、
I
o
T
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
農
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
こ
と
、
さ
ら
に
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
食
料
問
題
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」。

　
健
や
か
な
農
業
が
営
ま
れ
続
け
、
農
地
が
継
承
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、

北
村
か
ら
未
来
が
拓
か
れ
て
い
き
ま
す
。

【レベル３】が実現すれば、農家の車庫を出たロボットトラクタが、無人で公道を走って圃場にやって来て、
作業をして、車庫に帰ってくることになる。北村は、そんな未来を拓く研究のフィールドだ（写真はロボット
トラクタではありません）。写真提供＝国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

石
狩
川
が
運
ん
だ
土
が
、
北
村
の
大
地
の
土
台
で
す
。

暮
ら
し
の
足
跡
は
、

縄
文
時
代
中
期
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
年
の
よ
う
に
襲
い
か
か
る
水
害
を
克
服
し
、

現
在
も
過
去
も
未
来
も
、

北
村
は
川
と
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
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砂
浜
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
か
な
り
削
ら
れ
て
い
た
も
の
の
良
好
な
包
含
層
（
※
２
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
包
含
層
は
現
状
保
存
と
な
り
、
遺
跡
へ
の
影
響
が
少
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
専
門
家
の
立
ち
会
い
の
下
、
発
掘
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
に
、
縄
文
時
代
晩
期
（
約
２
︐５
０
０
年
前
）
か
ら
続
縄
文
時
代
（
約
１
︐９
０
０
年
前
）
に
か
け
て
の
土
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

　
ほ
ぼ
同
時
期
の
対
つ
い
し
か
り雁２

遺
跡
（
江
別
市
）
か
ら
は
、
北
海
道
に
生
息
し
な
い
イ
ノ
シ
シ
の
骨
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

時
期
か
ら
サ
ハ
リ
ン
産
の
琥こ
は
く珀
が
検
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
集
落
間
に
は
石
狩
川
を
介
し
た
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
、

砂
浜
遺
跡
も
そ
れ
を
構
成
す
る
一
つ
の
集
落
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
砂
浜
遺
跡
の
全
容
は
未
だ
不
明
で
す
が
、
当
時
の
生

活
を
物
語
る
貴
重
な
遺
跡
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

北
村
最
古
の
土
器

　
石
狩
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
北
村
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
人
類
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
手
が
か
り
と
な
る
の
が
土
器
や
石
器
の
よ
う
な
考
古
資
料
で
す
。
北
村
の
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
は
８
カ
所
あ
り
、
多
く
は
、
石
狩
川
や
そ
の
支
流
の
川
岸
に
形
成
さ

れ
た
自
然
堤
防（
※
１
）の
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
自
然
堤
防
は
周
囲
よ
り
少
し
だ
け
高
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
北
村
で
発
見
さ
れ
た
多
く
の
考
古
資
料
は
、
発
掘
調
査
で
は
な
く
耕
作
中
な
ど
に
見
つ
か
っ

た
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
最
も
古
い
土
器
は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
土
器
は
、
道
央
部
に
分
布
し
、
赤
川
・
北
都
・
幌
達
布
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
５
︐０
０
０
年
ほ
ど
前
の
も
の
と

み
ら
れ
、
人
々
は
こ
の
時
期
か
ら
北
村
の
地
に
住
み
始
め
た
の
で
し
ょ
う
。

今
も
地
中
に
の
こ
る
砂
浜
遺
跡

　
現
在
、
三
日
月
湖
と
な
っ
て
い
る
旧
石
狩
川
の
左
岸
に
砂
浜
遺
跡
が
存
在
し
ま
す
。
１
９
８
２
年
、
道
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う

北村北都で発見された縄文時代
中期後半の土器

縄文時代晩期（砂浜遺跡出土）の土器

北村の遺跡

（※１）自然堤防とは、洪水時に川から水と一緒にあふれ出た土砂が、何度も川岸に堆積してできた地形。
周辺と比べて土地が高くなっているため、洪水時も比較的安全で肥沃でもあるため、北海道開拓期にも自
然堤防の上に村落や耕地が開かれた。

（※２）包含層とは、土器や石器のような考古資料が含まれる地層。

川

文
・
写
真 

／ 

杉
浦  

章
一
郎
（
郷
土
史
を
学
ぶ
会
）

太
古
か
ら
あ
っ
た

北
村
の
暮
ら
し
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松
浦
武
四
郎
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
蝦
夷
地
を
踏
査
し
、
数
多
く
の
書
物
や
詳
細
な
地
図
を
残
し
た
人
物
で
す
。
明
治
２

年
（
１
８
６
９
）、「
蝦
夷
地
」
に
代
わ
る
名
を
６
案
、
明
治
政
府
へ
提
案
し
、
政
府
は
そ
の
中
か
ら
「
北
加
伊
道
」
を
選
ん

で
「
北
海
道
」
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
北
海
道
の
名
付
け
親
」
と
し
て
有
名
で
す
が
、
北
村
の
ニ
イ
ル
ル
ヲ
マ
ナ
イ
で

3
回
も
宿
営
し
た
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

武
四
郎
の
蝦
夷
地
探
査
は
弘
化
2
年
（
１
８
４
５
）
以
来
、
６
回
に
も
及
び
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
も
伊
能
忠
敬
、
間
宮
林

蔵
ら
の
測
量
に
よ
る
『
大
日
本
沿
海
実
測
図
』
の
蝦
夷
全
図
に
よ
っ
て
海
岸
線
は
ほ
ぼ
正
確
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
内

陸
部
は
未
知
の
状
態
で
し
た
。
武
四
郎
は
石
狩
川
や
天
塩
川
を
遡
る
こ
と
で
内
陸
部
の
奥
深
く
に
踏
み
込
み
、『
東
西
蝦
夷

山
川
地
理
取
調
図
』
の
基
本
と
な
る
調
査
を
行
っ
た
の
で
す
。
同
図
に
は
約
９
８
０
０
も
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
が
収
録
さ
れ
、

後
の
北
海
道
の
地
名
の
も
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
は
、
ホ
ロ
ム
イ
（
岩
見
沢
市
幌
向
）
か
ら
シ

ベ
ツ
フ
ト
（
月
形
町
）
に
至
る
間
の
ニ
イ
ル
ル
ヲ
マ
ナ
イ
で
の
宿
泊
に
つ

い
て
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。「
傍
ら
に
小
川
が
あ
る
。
今
日
の
道
を
尋
ね

る
と
、
対

つ
い
し
か
り雁
か
ら
13
里
だ
と
い
う
。
ま
だ
晩
飯
も
で
き
な
い
う
ち
に
太
陽

が
西
山
に
沈
ん
だ
が
、
9
日
の
月
は
早
く
も
天
に
昇
っ
て
胡こ

さ沙
深
き
空
と

は
い
え
隅
々
ま
で
照
ら
し
た
。
晩
飯
で
酒
を
少
し
ず
つ
与
え
る
と
、
ア
イ

ヌ
ら
は
山
芹
菜
を
折
り
敷
い
て
そ
の
上
に
慇
懃
に
座
り
、
礼
儀
を
尽
く
し
、

第
一
番
に
エ
ン
リ
シ
ウ
、
二
番
に
ト
ミ
ハ
セ
の
順
に
座
り
い
か
に
も
楽
し

気
に
夜
が
更
け
る
ま
で
話
し
て
い
た
」。

安
政
４
年
は
５
月
19
日
か
ら
石
狩
川
を
遡
っ
て
20
日
に
ニ
イ
ル
ル
ヲ
マ

ナ
イ
を
経
て
、
23
日
に
雨
竜
川
河
口
に
至
る
行
程
を
ま
と
め
た
記
述
が
あ

り
ま
す
。

安
政
５
年
の
探
査
で
は
、
２
月
26
日
か
ら
27
日
ま
で
ニ
イ
ル
ル
ヲ
マ
ナ

イ
で
一
泊
し
ま
し
た
。
ニ
イ
ル
ル
ヲ
マ
ナ
イ
は
、
近
く
に
舟
が
入
れ
る
良

い
港
が
あ
り
、
ま
た
、
石
狩
川
河
口
か
ら
の
探
査
の
行
程
に
お
い
て
、
日

数
的
に
も
ち
ょ
う
ど
良
い
地
点
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

同
じ
場
所
を
３
回
も
宿
泊
地
と
し
た
の
は
、
蝦
夷
地
広
し
と
い
え
ど
も

ニ
イ
ル
ル
ヲ
マ
ナ
イ
だ
け
で
す
。
北
村
は
、
武
四
郎
の
案
内
を
し
た
ア
イ

ヌ
に
と
っ
て
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
な
重
要
な
場
所
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

北
村
は
、
松
浦
武
四
郎
の
蝦
夷
地
踏
査
で
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
さ
れ
た
ほ
ど
、

重
要
な
場
所
で
し
た
。

松浦武四郎（1818～1888）
松浦武四郎記念館所蔵

武四郎は蝦夷地の自然やアイヌの暮らし、松前藩による支配の実態などを調べて
多くの出版物を出した。上はアイヌの人々に案内と漕ぎ手を任せて、石狩川を遡
る武四郎が描かれた『丁巳（ていし）石狩日誌』。札幌市中央図書館所蔵
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る
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浦
武
四
郎
が
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時
代
末
期
に
３
回
も
宿
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集し
ゅ
う
ち
か
ん

治
監
と
は
刑
務
所
の
こ
と
で
す
。
明
治
時
代
初
期
、
身
分
を
失
っ
た
旧
士

族
な
ど
の
政
治
犯
が
増
え
、
政
府
は
彼
ら
を
開
墾
や
鉱
山
の
労
働
力
と
し
て
使

役
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
当
時
の
北
海
道
に
交
通
路
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
集
治
監

の
適
地
を
調
査
し
た
月

つ
き
が
た
き
よ
し

形
潔
は
、
物
資
運
搬
に
石
狩
川
の
舟
運
が
使
え
る
樺か

ば
と戸

郡
須す

べ
つ
ぶ
と

倍
都
太
（
現
・
月
形
町
）
を
選
び
、
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
に
樺
戸
集

治
監
が
開
か
れ
ま
し
た
。
月
形
は
初
代
の
典て

ん
ご
く獄

（
所
長
）
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
15
年
に
は
空
知
集
治
監
（
現
・
三
笠
市
）
が
開
か
れ
、
囚
人
は
幌
内

炭
鉱
で
の
採
掘
に
使
役
さ
れ
ま
し
た
。
釧
路
集
治
監
（
現
・
標
茶
町
）、
釧
路

集
治
監
網
走
外
役
所
（
現
・
網
走
市
）、
北
海
道
集
治
監
十
勝
分
監
（
現
・
帯

広
市
）
と
続
き
、
明
治
26
年
、
道
内
集
治
監
の
囚
人
数
は
７
０
０
０
人
を
超

え
ま
し
た
。

樺
戸
集
治
監
の
囚
人
労
働
は
石
狩
川
の
水
路
整
備
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
水

中
の
流
木
を
除
去
し
た
り
、
暗
礁
の
場
所
に
四
斗
樽
を
浮
か
べ
た
り
し
て
船
が

安
全
に
航
行
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
作
業
中
に
誤
っ
て
溺
死
す
る
囚

人
も
い
ま
し
た
が
、
囚
人
使
役
の
基
本
は
「
生
命
の
危
険
を
考
慮
せ
ず
重

労
働
に
使
え
る
。
死
亡
し
て
も
監
獄
費
の
節
約
に
な
る
」（
内
閣
大
書
記

官
・
金か

ね
こ
け
ん
た
ろ
う

子
堅
太
郎
）
と
い
う
、
現
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
非
人
間
的
な
思

想
で
し
た
。

北
海
道
中
央
道
路
（
岩
見
沢
～
旭
川
～
網
走
間
）
の
建
設
で
は
、
樺
戸
・

空
知
・
網
走
の
囚
人
が
使
役
さ
れ
、
過
酷
な
労
働
、
劣
悪
な
医
療
・
衛
生

条
件
に
よ
っ
て
数
カ
月
で
２
０
０
人
以
上
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
当
時
の

道
路
の
半
分
は
囚
人
労
働
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
樺
戸
道
路
（
峰
延
～
月

形
間
）
の
敷
設
は
、
湿
地
の
両
側
に
排
水
溝
を
掘
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
難

工
事
で
し
た
。
排
水
溝
は
舟
で
物
資
を
運
ぶ
こ
と
に
利
用
し
ま
し
た
。
排

水
に
よ
っ
て
少
し
乾
く
と
、
丸
太
を
置
い
て
土
を
か
け
、
そ
の
上
に
ま
た

丸
太
と
土
、
さ
ら
に
砂
利
な
ど
を
敷
く
と
い
う
、
途
方
も
な
い
手
間
で
し
た
。

開
拓
の
最
前
線
と
さ
れ
る
屯
田
兵
の
兵
屋
も
、
実
は
囚
人
が
１
１
０
０
戸

以
上
を
建
設
し
ま
し
た
。

囚
人
の
多
く
は
政
治
犯
。
石
狩
川
の
航
路
を
整
備
し
、
道
路
を
開
き
、
鉱

山
で
石
炭
を
掘
り
、
開
拓
の
最
前
線
を
担
い
ま
し
た
。

赤
い
獄
衣
の
囚
人
が
描
か
れ
て
い
る
月
形
〜
峰
延（
現
・
美
唄

市
）間
の
道
路
開
削
工
事（
明
治
20
年
）。
泥
炭
地
の
難
工
事

に
は
排
水
溝
が
必
要
で
、重
罪
犯
を
示
す
赤
い
獄
衣
か
ら「
ア

カ
ン
ボ
」の
呼
称
が
つ
い
た
囚
人
の
手
に
よ
る
排
水
溝
は「
ア

カ
ン
ボ
排
水
」と
呼
ば
れ
た
。
月
形
樺
戸
博
物
館
所
蔵

↑月形潔（1847～1894）。
月形樺戸博物館所蔵
←樺戸集治監は、宮城、東京に
次ぐ日本で3番目、北海道初の
集治監。写真は明治15年頃
月形樺戸博物館所蔵
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労
働
に
使
え
る
。
死
亡
し
て
も
監
獄
費
の
節
約
に
な
る
」（
内
閣
大
書
記

官
・
金か

ね
こ
け
ん
た
ろ
う

子
堅
太
郎
）
と
い
う
、
現
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
非
人
間
的
な
思

想
で
し
た
。

北
海
道
中
央
道
路
（
岩
見
沢
～
旭
川
～
網
走
間
）
の
建
設
で
は
、
樺
戸
・

空
知
・
網
走
の
囚
人
が
使
役
さ
れ
、
過
酷
な
労
働
、
劣
悪
な
医
療
・
衛
生

条
件
に
よ
っ
て
数
カ
月
で
２
０
０
人
以
上
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
当
時
の

道
路
の
半
分
は
囚
人
労
働
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
樺
戸
道
路
（
峰
延
～
月

形
間
）
の
敷
設
は
、
湿
地
の
両
側
に
排
水
溝
を
掘
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
難

工
事
で
し
た
。
排
水
溝
は
舟
で
物
資
を
運
ぶ
こ
と
に
利
用
し
ま
し
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。
排

水
に
よ
っ
て
少
し
乾
く
と
、
丸
太
を
置
い
て
土
を
か
け
、
そ
の
上
に
ま
た

丸
太
と
土
、
さ
ら
に
砂
利
な
ど
を
敷
く
と
い
う
、
途
方
も
な
い
手
間
で
し
た
。

開
拓
の
最
前
線
と
さ
れ
る
屯
田
兵
の
兵
屋
も
、
実
は
囚
人
が
１
１
０
０
戸

以
上
を
建
設
し
ま
し
た
。

囚
人
の
多
く
は
政
治
犯
。
石
狩
川
の
航
路
を
整
備
し
、
道
路
を
開
き
、
鉱

山
で
石
炭
を
掘
り
、
開
拓
の
最
前
線
を
担
い
ま
し
た
。

赤
い
獄
衣
の
囚
人
が
描
か
れ
て
い
る
月
形
〜
峰
延（
現
・
美
唄

市
）間
の
道
路
開
削
工
事（
明
治
20
年
）。
泥
炭
地
の
難
工
事

に
は
排
水
溝
が
必
要
で
、重
罪
犯
を
示
す
赤
い
獄
衣
か
ら「
ア

カ
ン
ボ
」の
呼
称
が
つ
い
た
囚
人
の
手
に
よ
る
排
水
溝
は「
ア

カ
ン
ボ
排
水
」と
呼
ば
れ
た
。
月
形
樺
戸
博
物
館
所
蔵

↑月形潔（1847～1894）。
月形樺戸博物館所蔵
←樺戸集治監は、宮城、東京に
次ぐ日本で3番目、北海道初の
集治監。写真は明治15年頃
月形樺戸博物館所蔵
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大正

昭和

平成

令和

石
狩
川
を
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通
路
に
使
え
る
こ
と
で
選
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た
、
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初
の
集
治
監
「
樺
戸
集
治
監
」
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満
々
と
水
を
湛
え
た
川
を
ゆ
う
ゆ
う
と
進
む
外
輪
船
。
船
の
デ
ッ
キ
に
は

山
高
帽
の
紳
士
の
姿
も
見
え
ま
す
。
こ
の
外
国
の
よ
う
な
情
景
が
、
昭
和
初

期
ま
で
の
北
村
で
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
ひ
と
コ
マ
で
し
た
。
な
ん
て

ハ
イ
カ
ラ
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

写
真
の
船
は
上
川
丸
と
い
う
外
輪
船
で
す
。
外
輪
船
は
、
船
体
中
央
部
の

両
側
に
あ
る
水
車
を
回
し
て
航
行
し
、
底
が
浅
く
平
ら
な
た
め
、
水
中
の
流

木
な
ど
に
よ
っ
て
ス
ク
リ
ュ
ー
が
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
気
品
あ

る
白
亜
の
姿
は
“
石
狩
川
の
白
鳥
”
と
呼
ば
れ
た
と
か
。

江
戸
時
代
以
前
か
ら
街
道
や
宿
場
町
が
あ
っ
た
本
州
以
南
と
違
い
、
北
海

道
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
始
め
た
の
は
、
明
治
時
代
か
ら
。

川
を
道
と
し
て
そ
の
ま
ま
交
通
路
に
で
き
る
舟
運
は
大
き
な
力
で
し
た
。
石

狩
川
は
勾
配
が
緩
く
、
水
深
が
あ
っ
て
大
型
船
が
航
行
で
き
る
と
い
う
好
条

件
も
あ
り
ま
し
た
。

石
狩
川
航
路
の
始
ま
り
は
、
明
治
5
年
（
１
８
７
２
）。
開
拓
使
が
導
入

し
た
蒸
気
船
・
石
明
丸
と
風
帆
船
・
安
渡
丸
で
、
石
狩
と
樺
戸
を
結
び
、
樺

戸
集
治
監
を
建
設
す
る
資
材
を
運
び
ま
し
た
。
明
治
24
年
に
は
空
知
太
（
現
・

砂
川
市
）
ま
で
延
長
さ
れ
、
江
別

－

漁
い
さ
り
ぶ
と太

間
の
新
航
路
も
開
か
れ
ま
し
た
。

北
村
の
寄
港
地
は
、
幌
向
、
美
唄
達
布
、
美
唄
、
狐
森
。
美
唄
達
布
～
狐

森
間
は
5
里
の
間
に
３
つ
も
寄
港
地
が
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
密
に
あ
る
の
は
北

村
だ
け
で
す
。

石
狩
川
航
路
の
運
航
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
会
社
が
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、

浅
瀬
や
流
木
な
ど
に
よ
る
座
礁
や
、
渇
水
・
洪
水
に
よ
る
欠
航
、
利
用
者
の

減
少
な
ど
で
、
経
営
状
態
は
厳
し
く
、
明
治
35
年
に
は
、
国
が
補
助
金
を
交

付
し
て
運
航
区
間
や
回
数
、
寄
港
地
を
指
定
す
る
「
命
令
航
路
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

や
が
て
道
路
や
鉄
道
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
舟
運
は
衰
退
し
、
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）
年
、
国
鉄
札
沼
線
（
現
・
JR
学
園
都
市
線
）
の
開
通
で
石
狩

川
航
路
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
拓
の
歴
史
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

川
の
道
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
っ
た
北
村
。
多
く
の
寄
港
地
が
設
け
ら

れ
、
人
や
物
資
が
運
ば
れ
ま
し
た
。

上川丸は明治22年竣工。長さ23ｍ、幅4ｍ、60ｔ、速力時速15km、60名収容で、昭和8年まで活躍した。
国土交通省北海道開発局所蔵

漫画「ゴールデンカムイ」にも登場した上川丸。江別市教育委員会郷土資料館所蔵
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で
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狩
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路
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石
狩
川
は
北
村
付
近
を
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
る
た
め
、
水
が
あ
ふ

れ
や
す
く
、
北
村
は
水
害
に
苦
し
み
続
け
て
き
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
語

で
「
屈
曲
し
た
内
側
の
土
地
」
を
意
味
す
る
「
タ
ッ
プ
」
が
、
幌
達

布
や
大
達
布
の
由
来
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
古
来
よ
り
蛇
行
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
31
年
（
１
８
９
８
）
9
月
の
豪
雨
に
よ
る
氾
濫
で
は
、
石
狩

平
野
全
域
で
死
者
１
１
２
名
、
浸
水
面
積
は
４
万
１
０
０
０
町
歩
、

被
災
家
屋
1
万
９
０
０
０
戸
と
い
う
、
現
在
に
至
る
ま
で
で
最
も
悲

惨
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
10
月
、
北
海
道
治
水
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、

道
庁
技
師
の
廣ひ

ろ
い
い
さ
み

井
勇
（
後
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
）、
そ
の
教
え
子
の

岡
﨑
文ぶ

ん
き
ち

、
田
辺
朔さ

く
ろ
う郎
（
琵
琶
湖
疎
水
の
担
当
者
。
後
の
京
都
帝
国

大
学
教
授
）
が
名
を
連
ね
、
6
年
間
の
予
定
で
河
川
の
測
量
、
流
量
、

氾
濫
面
積
な
ど
科
学
的
な
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

明
治
12 

豪
雨
に
よ
る
大
出
水

明
治
15 

石
狩
川
大
氾
濫
。ビ
バ
イ
タ
ッ
プ
の
自
然
切
断
始
ま
る

明
治
16 

洪
水
に
よ
り
ビ
バ
イ
タ
ッ
プ
が
自
然
切
断
し
中
島
が

で
き
る

明
治
22 

融
雪
に
よ
る
石
狩
川
大
氾
濫
、2
回

明
治
24 

融
雪
に
よ
る
氾
濫

明
治
30 

豪
雨
に
よ
る
水
害
で
前
田
農
場
が
全
戸
転
出

明
治
31 

融
雪
に
よ
る
氾
濫
。9
月
に
は
豪
雨
に
よ
る
氾
濫
。死

者
1
1
2
名
、浸
水
面
積
は
４
万
１
0
0
0
町
歩
、被

災
家
屋
1
万
9
0
0
0
戸
に
及
び
、石
狩
川
治
水
が

始
ま
る

明
治
34 

石
狩
川
氾
濫
で
収
穫
皆
無

明
治
37 

石
狩
川
氾
濫
で
畑
作
全
滅
、稲
は
助
か
る

明
治
39 

洪
水
に
よ
り
大
達
布
の
自
然
切
断
始
ま
る

明
治
41 

融
雪
に
よ
る
氾
濫

明
治
42 

豪
雨
に
よ
る
大
出
水

明
治
44 

洪
水
に
よ
り
大
達
布
が
自
然
切
断
し
袋
達
布
と
な
る

明
治
45 

融
雪
に
よ
る
氾
濫

大
正
４ 

豪
雨
で
石
狩
川
大
洪
水

大
正
５ 

豪
雨
で
石
狩
川
、美
唄
川
氾
濫

大
正
７ 

台
風
に
よ
り
出
水

大
正
８ 

豪
雨
で
氾
濫（
５
月
、７
月
）

大
正
９ 

豪
雨
で
石
狩
川
氾
濫
。地
上
で
水
深
4
尺
に
な
る

大
正
10 

融
雪
に
よ
る
氾
濫（
4
月
、5
月
）

大
正
11 

融
雪
と
台
風
に
よ
る
氾
濫

大
正
12 

暴
風
雨
で
氾
濫

大
正
15 

融
雪
と
大
雨
で
大
洪
水

昭
和
２ 

大
雨
で
空
知
川
、歌
志
内
川
が
氾
濫

昭
和
４ 

融
雪
に
よ
る
洪
水

昭
和
５ 

長
雨
で
美
唄
川
が
氾
濫
、2
回

昭
和
６ 

融
雪
と
長
雨
に
よ
る
洪
水
、5
回（
2
～
5
月
）

昭
和
７ 

8
～
9
月
で
7
回
の
浸
水
。滞
水
1
カ
月
に
及
ぶ

昭
和
８ 

5
月
融
雪
に
よ
る
氾
濫

昭
和
９ 

出
水
2
回（
4
月
、5
月
）

昭
和
10 

出
水（
8
月
）

昭
和
11 

出
水（
10
月
）

昭
和
12 

出
水（
5
月
、7
月
）

昭
和
14 

融
雪（
4
月
）と
豪
雨（
9
月
）に
よ
る
出
水

昭
和
15 

4
月
融
雪
に
よ
る
出
水

昭
和
17 

4
月
融
雪
に
よ
る
出
水
、9
月
石
狩
川
氾
濫

昭
和
18 

4
月
融
雪
に
よ
る
出
水
、9
月
石
狩
川
氾
濫

昭
和
21 

3
月
融
雪
に
よ
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豪
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昭
和
25 

5
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融
雪
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よ
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水
、7

・8
月
豪
雨
に
よ
る
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害

昭
和
30 

3
月
融
雪
に
よ
る
出
水
、豪
雨
に
よ
る
水
害

昭
和
31 

4
月
融
雪
に
よ
る
出
水
、暴
風
雨
に
よ
る
水
害

昭
和
33 

7
月
台
風
に
よ
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出
水

昭
和
34 

9
月
台
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水

昭
和
36 

豪
雨
に
よ
る
大
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水

昭
和
37 

台
風
で
北
村
始
ま
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て
以
来
の
大
水
害

昭
和
39 

融
雪
と
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に
よ
る
水
害

昭
和
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台
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に
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昭
和
45 

融
雪
と
台
風
に
よ
る
水
害

昭
和
50 

台
風
で
石
狩
川
築
堤
決
壊
、氾
濫

昭
和
56 

豪
雨
に
よ
る
戦
後
最
大
の
水
害

昭和56年（1981）、8月3～5日の豪雨により、大水害を被った北村。
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石
狩
川
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北
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蛇
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害
に
苦
し
み
続
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て
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ま
し
た
。
ア
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語
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」
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幌
達

布
や
大
達
布
の
由
来
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
古
来
よ
り
蛇
行
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
31
年
（
１
８
９
８
）
9
月
の
豪
雨
に
よ
る
氾
濫
で
は
、
石
狩

平
野
全
域
で
死
者
１
１
２
名
、
浸
水
面
積
は
４
万
１
０
０
０
町
歩
、

被
災
家
屋
1
万
９
０
０
０
戸
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う
、
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岡
﨑
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湖
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濫
。ビ
バ
イ
タ
ッ
プ
の
自
然
切
断
始
ま
る

明
治
16 

洪
水
に
よ
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濫
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濫
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濫
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４
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狩
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収
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濫
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水
害
は
生
命
の
危
機
で
あ
り
、
田
畑
、
家
畜
、
家
屋
を
流
失
さ
せ
、

腸
チ
フ
ス
な
ど
疾
病
も
発
生
さ
せ
ま
す
。
調
査
完
了
ま
で
と
て
も
待
て

な
い
北
村
の
農
民
は
、
砂
浜
か
ら
狐
森
ま
で
の
約
12
㎞
を
自
費
で
築
堤

し
ま
し
た
。
す
る
と
対
岸
の
新
篠
津
で
被
害
が
悪
化
し
、
新
篠
津
は
北

村
よ
り
高
い
堤
防
を
約
22
㎞
に
わ
た
り
築
き
ま
す
。
す
る
と
今
度
は
翌

春
の
融
雪
洪
水
で
北
村
に
浸
水
被
害
が
出
た
た
め
、
若
者
数
十
名
が
新

篠
津
へ
船
で
乗
り
込
ん
で
堤
防
を
破
壊
。
こ
う
し
た
対
立
に
北
海
道
庁

は
、
両
岸
の
堤
防
を
違
法
と
し
て
取
り
壊
し
命
令
を
出
し
ま
し
た
。
こ

の
事
件
は
、
治
水
が
生
き
る
た
め
の
切
実
な
基
盤
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

明
治
42
年
、
岡
﨑
文

が
10
年
間
に
及
ぶ
調
査
結
果
を
「
石
狩
川
治
水
計
画
調
査
報
文
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
方
針
は
、

従
来
の
河
道
を
生
か
し
、
溢
れ
た
川
水
を
新
た
に
設
け
る
「
放
水
路
」
に
流
す
と
い
う
も
の
。
岡
﨑
は
「
手
を
加
え
て
い
な

い
自
然
の
河
川
は
理
想
的
な
姿
で
あ
る
。
自
然
が
大
部
分
な
河
川
に
対
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
現
状
を
維
持
し
、
た
ま
た
ま

存
在
す
る
不
良
な
一
部
分
に
対
し
て
の
み
、
自
然
の
実
例
に
鑑
み
て
、
こ
れ
を
改
修
す
る
。
こ
れ
を
自
然
主
義
と
名
付
け
る
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
岡
﨑
は
、
川
の
流
れ
を
近
代
科
学
の
手
法
で
徹
底
的
に
観
察
し
た
結
果
、
自
然
の
摂
理
に
添
う
こ
と
が

最
も
合
理
的
だ
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
す
。
こ
の
「
放
水
路
」
方
式
で
進
む
か
に
見
え
た
工
事
で
す
が
、
在
来
水
路
と

放
水
路
の
両
方
に
堤
防
が
必
要
で
経
費
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、「
捷し

ょ
う
す
い
ろ

水
路
」
方
式
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
川
の
流
れ
が
蛇
行

し
な
い
よ
う
に
、
水
路
を
掘
っ
て
直
線
的
な
川
に
変
え
る
こ
と
で
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
を
速
や
か
に
海
に
流
そ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

北
村
関
係
の
捷
水
路
工
事
は
昭
和
10
年
に
始
ま
り
、
豊
ヶ
丘
、
下

達
布
、
砂
浜
、
巴
農
場
、
宍
栗
、
幌
達
布
、
川
上
、
枯
木
、
上
新
篠

津
、
狐
森
、
大
曲
の
11
カ
所
。
石
狩
川
は
開
拓
期
以
降
、
約
74
・
3

㎞
も
短
く
な
り
ま
し
た
が
、
工
事
に
よ
る
短
絡
は
58
・
1
㎞
。
う
ち

北
村
の
11
カ
所
で
計
15‌

・‌

1
㎞
も
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
か

ら
、
北
村
に
お
け
る
工
事
が
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
工
事
に
は
表
土
を
開
削
す
る
エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
を
は
じ

め
、
最
新
鋭
の
機
器
が
導
入
さ
れ
、
工
事
資
材
の
製
造
や
機
械
補
修

を
行
う
治
水
工
場
が
昭
和
９
年
、
砂
浜
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

捷
水
路
は
川
の
流
れ
を
速
く
し
水
位
を
下
げ
、
周
囲
の
地
下
水
位

も
低
下
さ
せ
ま
し
た
。
す
る
と
泥
炭
地
の
乾
燥
化
が
進
み
、
後
年
、

空
知
が
大
穀
倉
地
帯
に
な
る
礎
と
も
な
っ
た
の
で
し
た
。

捷
水
路
工
事
に
よ
る
石
狩
川
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
は
58
・
1
㎞
。

う
ち
15
・
1
㎞
が
北
村
沿
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
捷
水
路

は
泥
炭
地
の
乾
燥
化
も
進
め
ま
し
た
。

治水計画では、洪水の流量計算が必要だ。札幌農学校出身の岡﨑

文吉は明治37年7月に発生した洪水の観測結果から、独自の計算

方法を用いて、氾濫原への氾濫がないものと仮定した石狩川対雁

地点における洪水流量を8350㎥／秒と算出。石狩川の治水計画の

基本として昭和40年まで、60年間も用いられた。これも岡崎が自

然から学んだ成果である。岡崎の自然主義は、自然に逆らうことな

く、自然と寄り添うもの。この考え方が生かされた工法が、ミシシッ

ピー川の護岸ブロックで、コンクリートブロックに穴を開けてワイ

ヤーを通し、すだれ状に編んだものだ。流水の影響で河岸が浸食さ

れても、その形状に合わせてブロック全体が追随して河岸を守る。

これは岡﨑式ブロックと称された。

自然から学んだ科学で、治水に貢献した岡﨑文

岡﨑 文

北村の惨状を伝える、昭和7年9月15日の北海タイムス記事

川
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方
に
堤
防
が
必
要
で
経
費
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、「
捷し

ょ
う
す
い
ろ

水
路
」
方
式
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
川
の
流
れ
が
蛇
行

し
な
い
よ
う
に
、
水
路
を
掘
っ
て
直
線
的
な
川
に
変
え
る
こ
と
で
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
を
速
や
か
に
海
に
流
そ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

北
村
関
係
の
捷
水
路
工
事
は
昭
和
10
年
に
始
ま
り
、
豊
ヶ
丘
、
下

達
布
、
砂
浜
、
巴
農
場
、
宍
栗
、
幌
達
布
、
川
上
、
枯
木
、
上
新
篠

津
、
狐
森
、
大
曲
の
11
カ
所
。
石
狩
川
は
開
拓
期
以
降
、
約
74
・
3

㎞
も
短
く
な
り
ま
し
た
が
、
工
事
に
よ
る
短
絡
は
58
・
1
㎞
。
う
ち

北
村
の
11
カ
所
で
計
15‌
・‌

1
㎞
も
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
か

ら
、
北
村
に
お
け
る
工
事
が
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
工
事
に
は
表
土
を
開
削
す
る
エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
を
は
じ

め
、
最
新
鋭
の
機
器
が
導
入
さ
れ
、
工
事
資
材
の
製
造
や
機
械
補
修

を
行
う
治
水
工
場
が
昭
和
９
年
、
砂
浜
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

捷
水
路
は
川
の
流
れ
を
速
く
し
水
位
を
下
げ
、
周
囲
の
地
下
水
位

も
低
下
さ
せ
ま
し
た
。
す
る
と
泥
炭
地
の
乾
燥
化
が
進
み
、
後
年
、

空
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大
穀
倉
地
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る
礎
と
も
な
っ
た
の
で
し
た
。

捷
水
路
工
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石
狩
川
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
は
58
・
1
㎞
。

う
ち
15
・
1
㎞
が
北
村
沿
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
捷
水
路

は
泥
炭
地
の
乾
燥
化
も
進
め
ま
し
た
。

治水計画では、洪水の流量計算が必要だ。札幌農学校出身の岡﨑

文吉は明治37年7月に発生した洪水の観測結果から、独自の計算

方法を用いて、氾濫原への氾濫がないものと仮定した石狩川対雁

地点における洪水流量を8350㎥／秒と算出。石狩川の治水計画の

基本として昭和40年まで、60年間も用いられた。これも岡崎が自

然から学んだ成果である。岡崎の自然主義は、自然に逆らうことな

く、自然と寄り添うもの。この考え方が生かされた工法が、ミシシッ

ピー川の護岸ブロックで、コンクリートブロックに穴を開けてワイ

ヤーを通し、すだれ状に編んだものだ。流水の影響で河岸が浸食さ

れても、その形状に合わせてブロック全体が追随して河岸を守る。

これは岡﨑式ブロックと称された。

自然から学んだ科学で、治水に貢献した岡﨑文

岡﨑 文

北村の惨状を伝える、昭和7年9月15日の北海タイムス記事

川
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今
、
北
村
で
は
北
村
遊
水
地
を
造
成
す
る
大
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
雁
里
、
豊

里
、
北
都
、
中
央
地
区
に
ま
た
が
る
広
さ
９
５
０
ha
と
い
う
、
道
内
最
大
の
遊
水
地
で

す
。
洪
水
時
に
石
狩
川
の
水
を
最
大
４
，２
０
０
万
㎥
貯
水
し
て
、
石
狩
川
の
水
害
か

ら
守
る
の
で
す
。
４
，２
０
０
万
㎥
と
い
っ
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が
、
札
幌
ド
ー
ム

を
約
27
個
も
満
杯
に
す
る
量
で
す
。

石
狩
川
の
流
域
は
人
口
が
多
く
、
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
て
、
北
海
道
の
社
会
、
経

済
の
中
心
で
す
。
ま
た
、
広
大
な
田
園
は
、
日
本
の
食
料
供
給
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
洪
水
が
起
き
る
と
甚
大
な
浸
水
被
害
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

河
道
整
備
や
支
川
の
洪
水
調
節
施
設
と
合
わ
せ
て
遊
水
地
を
整
備
し
て
、
戦
後
最
大
規

模
を
記
録
し
た
昭
和
56
年
8
月
の
洪
水
流
量
で
も
、
流
域
の
安
全
が
保
て
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
遊
水
地
は
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
大
雨
に
よ
っ
て

石
狩
川
が
増
水
す
る
と
、
越
流
堤
を
越
え
て
川
の
水
が
遊
水
地
に
流
れ
込
み
ま
す
。
こ

う
し
て
遊
水
地
に
一
時
的
に
水
が
貯
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
石
狩
川
を
流
れ
る
水
の
量
を

減
ら
し
、
水
位
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
洪
水

が
収
ま
り
、
石
狩
川
の
水
位
が
下
が
り
始
め
る
と
、
下
流
側

に
設
け
た
排
水
門
を
開
け
て
、
遊
水
地
に
貯
ま
っ
た
水
を
石

狩
川
に
流
す
の
で
す
。

遊
水
地
内
に
水
を
貯
め
て
お
く
た
め
に
、
周
囲
堤
約
5.4
㎞

と
、
石
狩
川
お
よ
び
旧
美
唄
川
堤
防
に
か
さ
上
げ
し
た
囲い

ぎ
ょ

う
堤て

い

約
12
・
2
㎞
が
新
た
に
造
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
気
に
な

る
の
は
北
村
に
は
泥
炭
地
の
軟
弱
地
盤
が
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
の
上
に
重
た
い
堤
防
を
造
る
と
、
堤
防
の
重

さ
で
沈
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
の
工
法
が
、
真
空
圧
密
工
法
で
す
。
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う

な
泥
炭
地
か
ら
地
盤
内
の
水
を
吸
い
上
げ
て
排
出
し
、
排
出

さ
れ
た
水
の
分
だ
け
地
盤
を
沈
下
さ
せ
、
地
盤
強
度
を
増
加

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

遊
水
地
造
成
の
た
め
、
予
定
地
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
農
家

を
は
じ
め
、
寺
や
神
社
も
移
転
し
、
開
拓
期
以
来
の
暮
ら
し
の

足
跡
を
と
ど
め
る
も
の
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
部
分
の
農

普段は、農地として利用できる。 大雨が降って、石狩川の水位
が上がると越流堤を越えて、川
の水が遊水地に入ってくる。
遊水地に貯めることで、石狩川
を流れる水の量を減らし水位を
低下させる。

石狩川の水位が下がり始める
と排水門を開けて、遊水地に
貯まった水を石狩川に流す。

画像提供＝国土交通省北海
道開発局札幌開発建設部

北村遊水地（赤で囲んだ部分）は流域の市街地や農地を洪水から守る。

札幌市

江別市

石狩市

当別町

月形町

新篠津村

岩見沢市

5
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石
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地
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地
の
所
有
権
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
大
洪
水
が
発
生
し
た
時
に
“
水
を
貯
め
さ
せ
て
も
ら
う
”
権
利
と
し
て
、
国
が
地
役
権
を

設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
状
の
土
地
利
用
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
人
々
が
苛
酷
な
水
害
と
闘
い
な
が
ら
、
泥
炭

地
に
排
水
溝
を
手
掘
り
し
、
客
土
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
た
豊
か
な
農
地
で
は
、
今
後
も
地
域
の
安
全
を
守
り
つ
つ
耕
作
が
続

け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。  

戦
後
最
大
規
模
の
56
水
害
の
洪
水
流
量
に
備
え
る
北
村
遊
水
地
。
こ
こ
は
優
良
な
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

土
地
の
所
有
権
を
変
更
せ
ず
、
地
役
権
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
農
業
が
継
続
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

北村遊水地予定地の歴史を振り返ると、石狩川の変化と土地利用の歩み
が見てとれる。画像提供＝国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

明治29年

明治44年

昭和10年

平成14年

太
古
か
ら
続
く
石
狩
川
の
流
れ
が
つ
く
っ
た
自
然
堤
防
で
、

明
治
時
代
に
北
村
の
農
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
北
村
」
の
名
は
、
北
村
農
場
を
創
設
し
た
、

北
村
雄
治
に
由
来
し
ま
す
。

雄
治
と
、
そ
の
弟
の
黽
、
謹
は
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
次
々
と
行
い
、
未
来
へ
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

- K I T A M U R A -★- K I T A M U R A -★

村
を

ひ
ら
く
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明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
に
樺
戸
集
治
監
が
開
庁
し
、
囚

徒
に
よ
っ
て
峰み

ね
の
ぶ延
道
路
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
峰
延
道
路
の

南
側
は
下
ビ
バ
イ
原
野
と
呼
ば
れ
、
市い

ち
き
し
り
む
ら

来
知
村
（
現
・
三

笠
市
）
に
置
か
れ
た
空
知
集
治
監
の
農
業
用
地
で
し
た
。
そ

の
約
８
割
は
泥
炭
地
で
、
道
庁
が
開
墾
予
定
地
と
す
る
殖
民

区
画
の
対
象
か
ら
も
は
ず
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
石

狩
川
が
洪
水
時
に
運
ん
だ
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
で
き
た
小

高
い
土
地
（
＝
自
然
堤
防
p6
脚
注
参
照
）
は
肥
沃
で
、
周
囲

よ
り
高
く
洪
水
時
に
も
比
較
的
安
全
だ
っ
た
た
め
、
樺
戸
集

治
監
の
見
張
り
員
が
生
活
の
場
に
し
ま
し
た
。
そ
の
一
人
、

滝た
き
も
と
か
す
け

本
嘉
助
は
ビ
バ
イ
タ
ッ
プ
に
定
住
し
て
、
見
張
り
を
し
な

が
ら
、
サ
ケ
や
マ
ス
、
シ
カ
や
ク
マ
を
獲
り
、
自
家
用
の
野

菜
を
作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
対
岸
か
ら
常
盤
ス
カ
が
移
転
し
、

明
治
22
年
に
は
白
鳥
千
代
吉
が
土
地
貸
下
を
受
け
ま
し
た
。

ホ
ロ
タ
ッ
プ
に
は
、
明
治
18
年
に
石
田
文
太
郎
（
富
山
県

出
身
）
が
最
初
に
入
地
し
ま
し
た
。
砂
浜
に
は
明
治
22
年
、

奈
良
八
太
郎
（
青
森
県
出
身
）
が
家
族
と
共
に
篠
路
村
か
ら

移
住
。
同
じ
頃
、
白
鳥
栄
吉
も
入
地
し
、
続
い
て
山
本
常
七（
広

島
県
出
身
）、
今
村
仁
太
郎
（
富
山
県
出
身
）
が
砂
浜
で
農
業

を
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
農
場
を
作
ろ
う
と
し
た
の
は
、
原
田
東と

う
ま馬

（
東
京

出
身
）
で
す
。
明
治
24
年
、
息
子
の
名
義
で
「
原
田
種た

ね
お雄

農

場
」
の
貸
下
げ
を
受
け
ま
し
た
が
、
小
作
人
の
応
募
が
少
な
く
、

明
治
33
年
に
農
場
は
解
散
し
ま
す
。
農
場
解
散
に
よ
っ
て
分

地
小
作
契
約
を
結
ん
で
い
た
人
々
は
自
作
農
と
な
り
、
ホ
ロ

タ
ッ
プ
か
ら
砂
浜
に
定
住
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
明
治
27
年
、
原
田
が
返
地
し
た
岩
見
沢
村

狐
森
の
土
地
を
手
に
入
れ
た
の
が
、
北
村
雄
治
で
す
。

ビ
バ
イ
タ
ッ
プ
に
定
住
し
た
樺
戸
集
治
監
の
見
張
り
人
・
滝
本

嘉
助
を
皮
切
り
に
、
ホ
ロ
タ
ッ
プ
や
砂
浜
で
も
農
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

原田農場全体配置図（明治30年9月30日第1回部分付与出願添付図）。石狩川の自然堤防に農場が開かれた。

月形→
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令和

北
村
開
拓
の
先
駆
者
た
ち
は

肥
沃
な
自
然
堤
防
を
利
用
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北
村
の
歴
史
に
お
い
て
、
北き

た
む
ら
ゆ
う
じ

村
雄
治
、
黽び

ん

、
謹き

ん

の
3
兄
弟
は
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

北
村
雄
治
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
山
梨
県
中な

か
こ
ま

巨
摩
郡

鏡か
が
み
な
か
じ
ょ
う

中
条

村
（
現
・
南
ア
ル
プ
ス
市
）
に
生
ま
れ
、
満
15
歳
の
時
に
父

が
コ
レ
ラ
を
患
い
急
逝
し
た
た
め
、
家
業
の
酒
造
業
を
継
ぎ
ま
す
。
優

れ
た
酒
を
造
ろ
う
と
、
酒
づ
く
り
の
本
場
・
灘
（
現
・
兵
庫
県
神
戸
市
、

芦
屋
市
、
西
宮
市
）
ま
で
出
向
い
て
研
究
し
ま
し
た
が
、
酒
造
施
設
が
2
年
続
き
で
火
災
に
遭
う
不
運
に
。
19
歳
と
20
歳
の

時
の
こ
と
で
し
た
。
雄
治
は
悩
み
苦
し
ん
だ
末
、
一
つ
の
結
論
に
至
り
ま
す
。「
浮
雲
の
よ
う
な
財
産
を
残
す
こ
と
よ
り
も
、

い
や
し
く
も
生
を
天
に
受
け
た
か
ら
に
は
、
生
き
甲
斐
の
あ
る
人
生
を
送
り
、
有
意
義
な
事
業
を
な
し
て
世
の
中
を
う
る
お

し
、
国
に
奉
公
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
家
業
を
ど
う
す
る
か
を
検
討
し
て
、
一
大
決
心
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
。
漢
学
の
師
で
あ
る
芳よ

し
の
つ
ぐ
つ
ね

野
世
経
を
通
し
て
会
っ
た
東
京
府
知
事
の
富
田
鉄
之
助
か
ら
「
今
、
我
が
国
で
は
北
の
大
地

の
開
発
が
急
務
で
あ
る
。
人
と
金
を
待
ち
わ
び
て
い
る
。
開
拓
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
を
得
て
、
北
海
道
開
拓
の
大
事
業
を
行

う
の
が
何
よ
り
だ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
雄
治
を
北
海
道
庁
長
官
へ
の
着
任
を
控
え
る
北き

た
が
き
く
に
み
ち

垣
国
道
（
元
・
京
都
府
知
事
）

に
引
き
合
わ
せ
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
が
、
20
歳
の
雄
治
に
北
海
道
開
拓
を
決
意
さ
せ
ま
し
た
。

明
治
26
年
、
道
庁
か
ら
肥
沃
な
土
地
柄
と
紹
介
さ
れ
た
岩
見
沢
村
狐
森
を
現
地
調
査

し
て
移
住
先
に
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
27
年
、
募
集
に
応
じ
た
山
梨
県
の
小
作
人

た
ち
と
と
も
に
、
開
拓
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
す
。

開
拓
は
苛
酷
の
極
み
で
し
た
。
寒
さ
に
耐
え
、
疲
れ
た
体
に
鞭む

ち

打
っ
て
、
鬱う

っ
そ
う蒼
と
し

た
原
生
林
を
伐
り
開
い
て
い
き
ま
し
た
。
石
狩
川
の
た
び
重
な
る
氾
濫
に
も
打
ち
の
め

さ
れ
ま
し
た
が
、
決
し
て
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
雄
治
は
、
山
梨
県
出
身
者
か

ら
な
る
実
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（「
甲
州
財
閥
」
p27
参
照
）
に
加
わ
り
、
鉄
道
会
社

や
電
灯
会
社
の
経
営
、
株
式
売
買
で
得
た
利
益
を
農
場
経
営
に
つ
ぎ
込
み
ま
し
た
。

激
務
が
祟た

た

っ
た
の
か
、
雄
治
は
結
核
に
侵
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
闘
病
中
も
米
国
製

揚
水
機
を
鏡
沼
に
据
え
付
け
、
水
田
耕
作
を
試
み
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
明
治
36
年
、
32
歳
の
若
さ
で
世
を
去
り
ま
し
た
。

雄
治
は
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。「
美
し
い
玉
で
あ
る
北
海
道
は
、
こ
れ
ま

で
単
な
る
石
と
し
て
見
捨
て
ら
れ
て
き
た
が
、
玉
は
ど
う
あ
っ
て
も
玉
で
あ
り
、
私
は

そ
の
価
値
を
見
出
し
た
。
北
海
道
は
日
本
に
お
け
る
宝
の
倉
庫
で
あ
る
と
断
言
す
る
。

（
中
略
）
今
こ
そ
多
く
の
人
が
こ
の
北
海
道
を
す
ぐ
れ
た
玉
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
美
し
い
光
を
輝
か
す
時
で
あ
る
」。

雄
治
は
北
村
農
場
を
開
き
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
将
来
は
小
作
人
に
土
地
を
譲
渡
す
る
遺
言
を
残
し
て
、
32
歳
で

世
を
去
り
ま
し
た
。

明
治
26
年（
1
8
9
3
）10
月
9
日
の「
山
梨
日

日
新
聞
」
第
5
6
3
1
号
附
録
。「
我
が
北
海

道
は
、農
を
以
て
立
つ
我
日
本
帝
国
の
基
礎
な

り
と
云
う
べ
き
な
り
」と
、小
作
人
を
募
っ
た
。

北村雄治（1871～1903）
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明治

大正

昭和

平成

令和

北
海
道
開
拓
に
ロ
マ
ン
を
追
い
求
め
、

北
村
の
礎
を
築
い
た
北
村
雄
治
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て
い
き
ま
し
た
。
石
狩
川
の
た
び
重
な
る
氾
濫
に
も
打
ち
の
め

さ
れ
ま
し
た
が
、
決
し
て
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
雄
治
は
、
山
梨
県
出
身
者
か

ら
な
る
実
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（「
甲
州
財
閥
」
p27
参
照
）
に
加
わ
り
、
鉄
道
会
社

や
電
灯
会
社
の
経
営
、
株
式
売
買
で
得
た
利
益
を
農
場
経
営
に
つ
ぎ
込
み
ま
し
た
。

激
務
が
祟た

た

っ
た
の
か
、
雄
治
は
結
核
に
侵
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
闘
病
中
も
米
国
製

揚
水
機
を
鏡
沼
に
据
え
付
け
、
水
田
耕
作
を
試
み
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
明
治
36
年
、
32
歳
の
若
さ
で
世
を
去
り
ま
し
た
。

雄
治
は
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。「
美
し
い
玉
で
あ
る
北
海
道
は
、
こ
れ
ま

で
単
な
る
石
と
し
て
見
捨
て
ら
れ
て
き
た
が
、
玉
は
ど
う
あ
っ
て
も
玉
で
あ
り
、
私
は

そ
の
価
値
を
見
出
し
た
。
北
海
道
は
日
本
に
お
け
る
宝
の
倉
庫
で
あ
る
と
断
言
す
る
。

（
中
略
）
今
こ
そ
多
く
の
人
が
こ
の
北
海
道
を
す
ぐ
れ
た
玉
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
美
し
い
光
を
輝
か
す
時
で
あ
る
」。

雄
治
は
北
村
農
場
を
開
き
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
将
来
は
小
作
人
に
土
地
を
譲
渡
す
る
遺
言
を
残
し
て
、
32
歳
で

世
を
去
り
ま
し
た
。

明
治
26
年（
1
8
9
3
）10
月
9
日
の「
山
梨
日

日
新
聞
」
第
5
6
3
1
号
附
録
。「
我
が
北
海

道
は
、農
を
以
て
立
つ
我
日
本
帝
国
の
基
礎
な

り
と
云
う
べ
き
な
り
」と
、小
作
人
を
募
っ
た
。

北村雄治（1871～1903）

2
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明治

大正

昭和

平成

令和

北
海
道
開
拓
に
ロ
マ
ン
を
追
い
求
め
、

北
村
の
礎
を
築
い
た
北
村
雄
治



北海道  北村農場

北村雄治の人脈

雄治
（山梨県 酒造業）都八義弟 ：

（農場の管理人）

（農場を継ぐ）
黽次弟 ：

（牧場を営む）
謹末弟 ：

小林 小太郎
（豪農 貴族院議員）

金原 明善
（静岡県 社会事業家）

芳野 世経
（東京府会議長・衆議院議員）

大久保 利通

品川 弥二郎
（内務大臣／那須野が原の開墾）

富田 鉄之助
（東京府知事）

北垣 国道
（北海道庁長官）

兄弟

身延山久遠寺の
総代

天竜川治山治水瀬棚郡 
金原農場

従弟

師弟

内務卿

2627
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明治

大正

昭和

平成

令和

北
村
雄
治
を
北
海
道
開
拓
へ
導
い
た
人
々

雄治を支えた

「甲州財閥」

　父
の
金
陵
は
江
戸
幕
府
の
学
問
所
で
あ
る
昌
平
黌

の
教
授
。
明
治
維
新
後
、父
の
私
塾
蓬
原
堂
を
継
承
し
、

こ
こ
に
寄
宿
し
た
雄
治
を
指
導
し
た
。
世
経
は
政
治

家
に
転
身
し
、
東
京
府
会
議
長
を
経
て
、
明
治
23
年

（
1
8
9
0
）の
第
1
回
総
選
挙
に
当
選
し
て
、
衆
議

院
議
員
を
1
期
務
め
た
。

　11
歳
で
甲
州
財
閥
の
巨
頭
、
若
尾
逸

平
の
両
替
店
に
奉
公
。
15
歳
で
番
頭
に

抜
擢
さ
れ
る
。
そ
の
才
覚
か
ら
独
立
し
、

証
券
取
引
業「
小
池
国
三
商
店
」（
山
一
証

券
の
原
点
）を
東
京
兜
町
に
開
業
。
甲
州

財
閥
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
北
村

黽
は
、
根
津
の
勧
め
で
、
一
時
、
小
池

商
店
に
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
。

　仙
台
藩
士
の
子

で
、
勝
海
舟
の
氷
解

塾
、
福
沢
諭
吉
の
慶

応
義
塾
に
学
び
、
ア

メ
リ
カ
留
学
を
経
験

す
る
。
明
治
維
新
後

は
、
外
交
官
、
日
本

銀
行
の
第
2
代
総
裁
を
歴
任
。
雄
治
が
出
会
っ
た

明
治
25
年
は
東
京
府
知
事
を
務
め
て
い
て
、
翌
年

に
退
官
し
て
か
ら
は
実
業
家
と
し
て
活
躍
。
雄
治

は
、
明
治
29
年
正
月
、
年
始
回
り
を「
富
田
邸
」か

ら
始
め
て
い
る
。

　現
・
南
ア
ル
プ
ス
市
の
有
力
商
家
の

子
に
生
ま
れ
、
私
塾
に
学
ん
で
上
京
を
望

ん
だ
が
、
幼
少
期
に
父
を
亡
く
し
て
い
る

た
め
に
家
業
を
継
い
だ
。
栃
木
県
の
那
須

野
が
原
開
拓
事
業
に
も
携
わ
る
が
失
敗
。
雄
治
の
誘
い
で
北
海
道
に

渡
る
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
地
元
山
梨
県
で
政

界
に
入
り
、
甲
州
財
閥
の
一
翼
を
担
っ
た
。

　河
西
は
、
年
齢
、
出
身
地
、
父
亡
き
後
に
若
く
し
て
家
を
継
ぐ
な

ど
、
雄
治
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
雄
治
に
と
っ
て
根
津
が
甲

州
財
閥
の
先
輩
な
ら
、
同
世
代
の
河
西
は
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
友

で
あ
っ
た
。

　長
州
藩
士
の
子
で
、
松
下
村
塾
に
学
ん
だ
。
明

治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
を
推
進
し
、
内
務
省
、

農
商
務
省
の
要
職
を
歴
任
。
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験

か
ら
産
業
組
合
論
を
提
唱
し
、
小
農
・
小
商
業
者

の
保
護
が
持
論
で
あ
っ
た
。

　栃
木
県
の
那
須
野
が
原
に「
品
川
開
墾
」を
所
有

し
て
い
た
。
こ
こ
は
明
治
の
元
勲
や
華
族
が
農
場
を

つ
く
っ
た
開
拓
地
だ
が
、「
品
川
開
墾
」は
土
壌
改
良

や
ド
イ
ツ
農
村
に
学
ん
だ
信
用
組
合
事
業
を
取
り
入

れ
て
小
作
人
の
自
立
を
目
標
と
し
て
い
た
。
内
務
大
臣
と
し
て
府
県
知
事
の
北
垣
や

富
田
と
も
親
交
が
あ
り
、
雄
治
の
農
場
経
営
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
針
を
与
え
た
。

　明治維新後、甲府城下町の商人や豪農は、東京や横浜に進出し
て活発な経済活動を行った。この実業家たちが甲州財閥と呼ばれ
る。一般に財閥とは、同族的支配関係でつくる独占資本（例えば三
井財閥、三菱財閥など）を言うが、甲州財閥は、同郷意識を絆とす
る緩やかな資本連合をつくって協力し合う、地方財閥である。
　甲州財閥は、明治中期から昭和初期にかけて、鉄道会社、電力
会社、証券金融会社の設立・買収を展開して存在感を増し、政界
にも進出した。
　北村雄治も甲州財閥の一人で、根津嘉一郎、小池国三、河西豊
太郎と親しい交わりがあった。

　鳥
取
藩
士
の
子
で
、
幕
末
に
は
勤
王
の
志
士
と

し
て
奔
走
し
た
。
明
治
維
新
後
は
、
開
拓
使
の
役

人
、
高
知
県
令
、
徳
島
県
令
を
経
て
、
明
治
14
年

（
1
8
8
1
）に
京
都
府
知
事
に
就
任
し
、
琵
琶
湖

疎
水
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。明
治
25
年(

1
8
9
2)

に
北
海
道
庁
長
官
に
就
任
す
る
と
、
築
港
、
運
河
、

鉄
道
な
ど
社
会
資
本
を
整
備
し
、
北
海
道
移
民
の

奨
励
、
寒
地
稲
作
の
推
進
に
も
つ
と
め
た
。

　北
垣
は
土
木
工
事
が
好
き
で
、日
記『
塵
海
』は
、

田
辺
朔
朗（
娘
婿
）、
廣
井
勇
、
岡
﨑
文
𠮷𠮷
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷








𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷𠮷


ち
と
の
親
交
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
北
村
雄
治
来
る
、
帰
国
を
告
ぐ
」「
沖（
神

奈
川
県
知
事
の
沖
守
固
）に
送
書
、
北
村
雄
治
の
事
」な
ど
、
雄
治
の
開
拓
事
業
に

心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　現
・
浜
松
市
の
名

主
の
家
に
生
れ
、
暴

れ
川
と
し
て
知
ら
れ

る
天
竜
川
の
洪
水
に

苦
し
み
な
が
ら
、
養

蚕
、
植
林
、
牧
畜

を
奨
励
し
て
村
の

振
興
に
努
め
た
。
明
治
維
新
後
、
大
久
保
利
通（
内

務
卿
）の
知
遇
を
得
て
、
天
竜
川
の
改
修
工
事
に
奔

走
し
た
。
北
海
道
開
拓
に
も
取
り
組
み
、
明
治
33
年

（
1
9
0
0
）に
金
原
農
場
を
道
南
の
瀬
棚
郡
目
名

（
今
金
町
鈴
岡
）に
開
設
し
、
北
垣
国
道
北
海
道
庁
長

官
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

　明
治
37
年（
1
9
0
4
）、
私
財
を
投
じ
て
創
設

し
た「
金
原
治
山
治
水
財
団（
現
在
）」が
計
画
し
た

浜
名
用
排
水
幹
線
改
良
事
業
は
、
没
後
の
昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）、
よ
う
や
く
着
工
に
至
っ
た
。

　雄
治
は
、
小
林
小
太
郎（
従
弟
、
貴
族
院
議
員
）

に
金
原
を
紹
介
さ
れ
て
親
交
を
結
ん
だ
。
弟
の
黽

は
、
兄
を
継
い
で
農
場
主
と
な
る
と
き
、
金
原
を

訪
ね
て
教
え
を
乞
う
た
。
金
原
の
思
想
、「
実
を
先

に
し
名
を
後
に
す
、
行
を
先
に
し
言
を
後
に
す
、

事
業
を
重
ん
じ
身
を
軽
ん
ず
」は
、
黽
の
生
涯
そ
の

も
の
で
あ
る
。

★
雄
治
に
東
京
府
知
事
・
富
田
鉄
之
助
を
紹
介
す
る

（1835
~
1916

）

★
雄
治
に
北
海
道
庁
長
官
・
北
垣
国
道
を
紹
介
す
る

富と

み

た田 

鉄て
つ
の
す
け

之
助

　雑
穀
商
や
質
屋
業
を
営
む
豪
商（
現
・

山
梨
市
）の
子
に
生
ま
れ
る
。
明
治
10
年

代
に
は
民
権
運
動
に
関
わ
る
が
、
東
京

へ
出
て
か
ら
は
、
若
尾
逸
平
や
雨
宮
啓

二
郎
と
知
り
合
っ
て
甲
州
財
閥
を
形
成

す
る
一
人
と
な
る
。
根
津
は
、
東
武
鉄

道
や
東
京
電
灯
の
買
収
や
経
営
再
建
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
有
力
事
業
2
0
0

余
社
の
創
設
・
経
営
に
携
わ
っ
た
。
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
茶
道

具
や
書
画
骨
董
を
蒐
集
し
た
根
津
美
術
館
を
つ
く
っ
た
。
根
津
は
、

北
村
雄
治
・
黽
の
兄
弟
を
公
私
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
た
。

（1860
~
1949

）

根ね

づ津 

嘉か
い
ち
ろ
う

一
郎

（1874
~
1959

）

河か
さ
い西 

豊と
よ
た
ろ
う

太
郎

（1843
~
1900

）

★
「
北
村
雄
治
」の
姓
か
ら「
北
村
」と
命
名
す
る

品し
な
が
わ川 

弥や

じ

ろ

う

二
郎

（1832
~
1923

）

★
雄
治
と
黽
に
開
拓
の
思
想
と
実
践
を
教
え
る

金き
ん
ば
ら原 

明め
い
ぜ
ん善

（1836
˜
1916

）

★
雄
治
の
農
場
開
設
を
応
援
す
る

北き
た
が
き垣 

国く
に
み
ち道

（1866
~
1925

）

小こ
い
け池 

国く
に
ぞ
う三

（1850
~
1927

）

芳よ

し

の野 

世つ
ぐ
つ
ね経
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雄治を支えた

「甲州財閥」

　父
の
金
陵
は
江
戸
幕
府
の
学
問
所
で
あ
る
昌
平
黌

の
教
授
。
明
治
維
新
後
、父
の
私
塾
蓬
原
堂
を
継
承
し
、

こ
こ
に
寄
宿
し
た
雄
治
を
指
導
し
た
。
世
経
は
政
治

家
に
転
身
し
、
東
京
府
会
議
長
を
経
て
、
明
治
23
年

（
1
8
9
0
）の
第
1
回
総
選
挙
に
当
選
し
て
、
衆
議

院
議
員
を
1
期
務
め
た
。

　11
歳
で
甲
州
財
閥
の
巨
頭
、
若
尾
逸

平
の
両
替
店
に
奉
公
。
15
歳
で
番
頭
に

抜
擢
さ
れ
る
。
そ
の
才
覚
か
ら
独
立
し
、

証
券
取
引
業「
小
池
国
三
商
店
」（
山
一
証

券
の
原
点
）を
東
京
兜
町
に
開
業
。
甲
州

財
閥
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
北
村

黽
は
、
根
津
の
勧
め
で
、
一
時
、
小
池

商
店
に
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
。

　仙
台
藩
士
の
子

で
、
勝
海
舟
の
氷
解

塾
、
福
沢
諭
吉
の
慶

応
義
塾
に
学
び
、
ア

メ
リ
カ
留
学
を
経
験

す
る
。
明
治
維
新
後

は
、
外
交
官
、
日
本

銀
行
の
第
2
代
総
裁
を
歴
任
。
雄
治
が
出
会
っ
た

明
治
25
年
は
東
京
府
知
事
を
務
め
て
い
て
、
翌
年

に
退
官
し
て
か
ら
は
実
業
家
と
し
て
活
躍
。
雄
治

は
、
明
治
29
年
正
月
、
年
始
回
り
を「
富
田
邸
」か

ら
始
め
て
い
る
。

　現
・
南
ア
ル
プ
ス
市
の
有
力
商
家
の

子
に
生
ま
れ
、
私
塾
に
学
ん
で
上
京
を
望

ん
だ
が
、
幼
少
期
に
父
を
亡
く
し
て
い
る

た
め
に
家
業
を
継
い
だ
。
栃
木
県
の
那
須

野
が
原
開
拓
事
業
に
も
携
わ
る
が
失
敗
。
雄
治
の
誘
い
で
北
海
道
に

渡
る
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
地
元
山
梨
県
で
政

界
に
入
り
、
甲
州
財
閥
の
一
翼
を
担
っ
た
。

　河
西
は
、
年
齢
、
出
身
地
、
父
亡
き
後
に
若
く
し
て
家
を
継
ぐ
な

ど
、
雄
治
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
雄
治
に
と
っ
て
根
津
が
甲

州
財
閥
の
先
輩
な
ら
、
同
世
代
の
河
西
は
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
友

で
あ
っ
た
。

　長
州
藩
士
の
子
で
、
松
下
村
塾
に
学
ん
だ
。
明

治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
を
推
進
し
、
内
務
省
、

農
商
務
省
の
要
職
を
歴
任
。
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験

か
ら
産
業
組
合
論
を
提
唱
し
、
小
農
・
小
商
業
者

の
保
護
が
持
論
で
あ
っ
た
。

　栃
木
県
の
那
須
野
が
原
に「
品
川
開
墾
」を
所
有

し
て
い
た
。
こ
こ
は
明
治
の
元
勲
や
華
族
が
農
場
を

つ
く
っ
た
開
拓
地
だ
が
、「
品
川
開
墾
」は
土
壌
改
良

や
ド
イ
ツ
農
村
に
学
ん
だ
信
用
組
合
事
業
を
取
り
入

れ
て
小
作
人
の
自
立
を
目
標
と
し
て
い
た
。
内
務
大
臣
と
し
て
府
県
知
事
の
北
垣
や

富
田
と
も
親
交
が
あ
り
、
雄
治
の
農
場
経
営
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
針
を
与
え
た
。

　明治維新後、甲府城下町の商人や豪農は、東京や横浜に進出し
て活発な経済活動を行った。この実業家たちが甲州財閥と呼ばれ
る。一般に財閥とは、同族的支配関係でつくる独占資本（例えば三
井財閥、三菱財閥など）を言うが、甲州財閥は、同郷意識を絆とす
る緩やかな資本連合をつくって協力し合う、地方財閥である。
　甲州財閥は、明治中期から昭和初期にかけて、鉄道会社、電力
会社、証券金融会社の設立・買収を展開して存在感を増し、政界
にも進出した。
　北村雄治も甲州財閥の一人で、根津嘉一郎、小池国三、河西豊
太郎と親しい交わりがあった。

　鳥
取
藩
士
の
子
で
、
幕
末
に
は
勤
王
の
志
士
と

し
て
奔
走
し
た
。
明
治
維
新
後
は
、
開
拓
使
の
役

人
、
高
知
県
令
、
徳
島
県
令
を
経
て
、
明
治
14
年

（
1
8
8
1
）に
京
都
府
知
事
に
就
任
し
、
琵
琶
湖

疎
水
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。明
治
25
年(

1
8
9
2)

に
北
海
道
庁
長
官
に
就
任
す
る
と
、
築
港
、
運
河
、

鉄
道
な
ど
社
会
資
本
を
整
備
し
、
北
海
道
移
民
の

奨
励
、
寒
地
稲
作
の
推
進
に
も
つ
と
め
た
。

　北
垣
は
土
木
工
事
が
好
き
で
、日
記『
塵
海
』は
、

田
辺
朔
朗（
娘
婿
）、
廣
井
勇
、
岡
﨑
文
𠮷𠮷
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
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ち
と
の
親
交
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
北
村
雄
治
来
る
、
帰
国
を
告
ぐ
」「
沖（
神

奈
川
県
知
事
の
沖
守
固
）に
送
書
、
北
村
雄
治
の
事
」な
ど
、
雄
治
の
開
拓
事
業
に

心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　現
・
浜
松
市
の
名

主
の
家
に
生
れ
、
暴

れ
川
と
し
て
知
ら
れ

る
天
竜
川
の
洪
水
に

苦
し
み
な
が
ら
、
養

蚕
、
植
林
、
牧
畜

を
奨
励
し
て
村
の

振
興
に
努
め
た
。
明
治
維
新
後
、
大
久
保
利
通（
内

務
卿
）の
知
遇
を
得
て
、
天
竜
川
の
改
修
工
事
に
奔

走
し
た
。
北
海
道
開
拓
に
も
取
り
組
み
、
明
治
33
年

（
1
9
0
0
）に
金
原
農
場
を
道
南
の
瀬
棚
郡
目
名

（
今
金
町
鈴
岡
）に
開
設
し
、
北
垣
国
道
北
海
道
庁
長

官
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

　明
治
37
年（
1
9
0
4
）、
私
財
を
投
じ
て
創
設

し
た「
金
原
治
山
治
水
財
団（
現
在
）」が
計
画
し
た

浜
名
用
排
水
幹
線
改
良
事
業
は
、
没
後
の
昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）、
よ
う
や
く
着
工
に
至
っ
た
。

　雄
治
は
、
小
林
小
太
郎（
従
弟
、
貴
族
院
議
員
）

に
金
原
を
紹
介
さ
れ
て
親
交
を
結
ん
だ
。
弟
の
黽

は
、
兄
を
継
い
で
農
場
主
と
な
る
と
き
、
金
原
を

訪
ね
て
教
え
を
乞
う
た
。
金
原
の
思
想
、「
実
を
先

に
し
名
を
後
に
す
、
行
を
先
に
し
言
を
後
に
す
、

事
業
を
重
ん
じ
身
を
軽
ん
ず
」は
、
黽
の
生
涯
そ
の

も
の
で
あ
る
。

★
雄
治
に
東
京
府
知
事
・
富
田
鉄
之
助
を
紹
介
す
る

（1835
~
1916

）

★
雄
治
に
北
海
道
庁
長
官
・
北
垣
国
道
を
紹
介
す
る

富と

み

た田 

鉄て
つ
の
す
け

之
助

　雑
穀
商
や
質
屋
業
を
営
む
豪
商（
現
・

山
梨
市
）の
子
に
生
ま
れ
る
。
明
治
10
年

代
に
は
民
権
運
動
に
関
わ
る
が
、
東
京

へ
出
て
か
ら
は
、
若
尾
逸
平
や
雨
宮
啓

二
郎
と
知
り
合
っ
て
甲
州
財
閥
を
形
成

す
る
一
人
と
な
る
。
根
津
は
、
東
武
鉄

道
や
東
京
電
灯
の
買
収
や
経
営
再
建
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
有
力
事
業
2
0
0

余
社
の
創
設
・
経
営
に
携
わ
っ
た
。
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
茶
道

具
や
書
画
骨
董
を
蒐
集
し
た
根
津
美
術
館
を
つ
く
っ
た
。
根
津
は
、

北
村
雄
治
・
黽
の
兄
弟
を
公
私
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
た
。

（1860
~
1949

）

根ね

づ津 

嘉か
い
ち
ろ
う

一
郎

（1874
~
1959

）

河か
さ
い西 

豊と
よ
た
ろ
う

太
郎

（1843
~
1900

）

★
「
北
村
雄
治
」の
姓
か
ら「
北
村
」と
命
名
す
る

品し
な
が
わ川 

弥や

じ

ろ

う

二
郎

（1832
~
1923

）

★
雄
治
と
黽
に
開
拓
の
思
想
と
実
践
を
教
え
る

金き
ん
ば
ら原 

明め
い
ぜ
ん善

（1836
˜
1916

）

★
雄
治
の
農
場
開
設
を
応
援
す
る

北き
た
が
き垣 

国く
に
み
ち道

（1866
~
1925

）

小こ
い
け池 
国く

に
ぞ
う三

（1850
~
1927

）

芳よ

し

の野 

世つ
ぐ
つ
ね経
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明
治
31
年
（
１
８
９
８
）
９
月
の
石
狩
川
大
洪
水
は
、
開
墾
地
の
生
活
を
壊
滅
さ
せ
る

ほ
ど
の
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
政
府
と
道
庁
は
、
排
水
路
や
道
路
を
つ
く
る
水
害
救
済
工

事
を
行
い
、
被
災
者
の
生
活
を
補
助
し
ま
し
た
。
狐
森
、
幌
達
布
、
美
唄
達
布
の
地
区
も

大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
が
、
岩
見
沢
村
の
役
場
か
ら
遠
く
に
あ
る
た
め
、
後
手
に
回

る
対
応
に
地
元
の
不
満
が
募
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
分
村
独
立
の
機
運
が

高
ま
り
、
請
願
運
動
の
中
心
に
な
っ
て
奔
走
し
た
の
が
北
村
都
八
（
雄
治
の
義
弟
）
で
し
た
。

明
治
33
年
6
月
13
日
、
岩
見
沢
村
か
ら
分
か
れ
て
「
北
村
と
称
す
」
と
告
示
さ
れ
、

7
月
1
日
、
北
村
戸
長
場
が
開
庁
し
ま
し
た
。
村
名
の
由
来
は
「
北
村
雄
治
」
の
名
に
あ
り
ま
す
。
雄
治
は
、
開
拓
の
は

じ
め
か
ら
北
垣
国
道
（
北
海
道
庁
長
官
）
と
親
し
く
、
東
京
で
は
経
済
界
や
政
界
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
品
川
弥
二
郎
（
明
治
の
元
勲
、
元
内
務
大
臣
）
は
、
持
論
の
産
業
組
合
を
学
び
に
訪
れ
た
雄
治
の
心
意
気
を
讃

え
て
、
直
筆
の
書
や
説
教
所
の
寺
号
を
贈
っ
て
い
る
ほ
ど
。
雄
治
の
も
つ
人
脈
は
道
庁
の
役
人
が
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

雄
治
が
開
い
た
北
村
農
場
が
こ
の
地
域
の
開
拓
を
牽
引
し
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
事
実
だ
っ
た
の
で
す
。

明
治
34
年
2
月
25
日
、
下
美
唄
8
番
地
に
新
築
2
階
建
て
の
北
村
戸
長
役
場
が
落
成
す
る
と
、
郵
便
局
も
隣
に
移
っ
て
、

こ
こ
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
総
代
人
は
、
北
村
都
八
と
郵
便
局
長
の
白し

ろ
い
し
た
け
す
け

石
武
資
で
し
た
。

明
治
の
元
勲
・
品
川
弥
二
郎
の
書
に
は
、
分
村
よ
り
も
前
の
時
点
で
「
北
村
」
の

呼
称
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
歴
史
の
証
言
者
で
あ
り
、
地
域
の
宝
で
す
。

時
を
敬
い
日
を
愛
す
　

老
い
る
に
非
ず
休
む
に
非
ず
　

疾（
や
）む
に
非
ず
息（
い
こ
）う
に
非
ず
　

死
す
る
に
非
ず
盛
ん
な
る
に
非
ず

明
治
三
十
一
年
四
月
　

為
北
村
信
用
組
合
之
嘱
　
念
仏
庵
や
じ
書

　〈
北
村
信
用
組
合
の
頼
み
の
為
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
川
弥
二
郎
書
く
〉

超
世
の
悲
願
　

聞
き
し
よ
り
　

我
ら
は
生
死
　 

凡
夫
か
は
　

有
漏
の
穢
身
は
変
ら
ね
ど
　

心
は
浄
土
に
住
み
遊
ぶ

　明
治
三
十
二
年
十
一
月
七
日
　

北
海
道
石
狩
國
空
知
郡
北
村
　

超
世
山
浄
土
寺
の
為
に
　

念
仏
庵
や
じ
謹
題

開村当時の行政図。

初代戸長役場。北村農場が寄付した餅を撒いて落
成を祝った。

←↑どちらの書も明
治33年の分村より
前に「北村」の呼称
が記されている。

4

- K I T A M U R A -★

明治

大正

昭和

平成

令和

明
治
33
年
、
北
村
誕
生

名
の
由
来
は
「
北
村
雄
治
」
に
あ
り
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北
海
道
石
狩
國
空
知
郡
北
村
　

超
世
山
浄
土
寺
の
為
に
　

念
仏
庵
や
じ
謹
題

開村当時の行政図。

初代戸長役場。北村農場が寄付した餅を撒いて落
成を祝った。

←↑どちらの書も明
治33年の分村より
前に「北村」の呼称
が記されている。
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明治

大正

昭和

平成

令和

明
治
33
年
、
北
村
誕
生

名
の
由
来
は
「
北
村
雄
治
」
に
あ
り
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北
村
黽び

ん

は
、
北
村
雄
治
の
弟
と
し
て
明
治
９
年
（
１
８
７
６
年
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
雄
治
が
亡
父
か
ら
継
い
だ
酒
造
業

を
手
伝
い
、
酒
造
業
廃
業
後
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
っ
て
羊
牧
場
や
港
で
働
き
ま
し
た
。
雄
治
の
没
後
、
黽
は
北
村
農
場

に
移
住
し
、
明
治
43
年
か
ら
４
年
間
、
北
村
の
戸
長
と
し
て
村
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
し
た
。
退
職
時
に
4
年
分
の
給
料
を
北

村
小
学
校
の
改
築
費
な
ど
に
寄
付
し
た
こ
と
か
ら
も
、
自
分
の
利
益
は
度
外
視
し
て
、
地
域
に
尽
く
す
信
念
が
う
か
が
え
ま
す
。

大
正
3
年
（
１
９
１
４
）、
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
こ
る
と
羊
毛
の
輸
入
が
止
ま
り
、
毛
織
物
が
値
上
が
り
し
ま
し
た
。

黽
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
羊
牧
場
で
の
経
験
か
ら
、
国
に
綿
羊
の
払
下
げ
を
働
き
か
け
ま
し
た
が
、
日
本
で
の
飼
育
法
が
確

立
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
却
下
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
黽
は
自
力
で
綿
羊
を
集
め
て
北
村
綿
羊
組
合
を
結
成
し
、
ま
る
で
犬
猫

を
か
わ
い
が
る
よ
う
に
飼
育
し
た
と
こ
ろ
、
品
評
会
で
上
位
を
独
占
す
る
綿
羊
が
育
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
全
国
に
先
駆
け
て

「
羊
毛
加
工
講
習
会
」
を
開
き
、
農
閑
期
に
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
製
作
で
収
入
を
得
ら
れ

る
技
術
を
広
め
ま
し
た
。
大
正
13
年
、
日
本
初
の
純
国
産
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
が
北
村

で
誕
生
し
、
皇
室
へ
の
献
上
品
に
な
る
ほ
ど
優
れ
た
作
品
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

羊
肉
料
理
の
普
及
の
た
め
に
大
正
13
年
、
北
村
緬
羊
畜
産
組
合
が
発
行
し
た
レ
シ

ピ
集
に
あ
る
「
羊
肉
の
網
焼
き
」
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
原
型
と
さ
れ
、
北
村
は
「
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
発
祥
の
地
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

黽
は
、
牧
畜
、
造
田
、
灌
漑
用
水
建
設
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
、
農
村
の
基
盤
整
備
を
進
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）、
北

村
農
場
の
小
作
人
に
農
地
を
解
放
す
る
決
心
を
し

ま
す
。
そ
れ
は
雄
治
の
遺
志
で
も
あ
り
ま
し
た
。

背
景
に
あ
っ
た
の
は
「
自
作
農
に
な
る
こ
と
で
、

土
地
を
愛
し
、
生
産
を
高
め
、
生
活
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
郷
土
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
の
思
い
で
す
。
と
は
い
え
、
小
作
人
が
土

地
を
購
入
す
る
の
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
黽
は
、

所
有
す
る
農
地
の
大
半
を
、
国
が
規
定
し
た
半
分

以
下
の
価
格
で
譲
渡
し
ま
し
た
。
当
時
、
こ
う
し

た
考
え
を
実
行
し
た
人
は
稀
で
、
黽
の
高
い
見
識

が
表
れ
て
い
ま
す
。

黽
は
綿
羊
飼
育
、
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
製
作
、
自
作
農

の
創
設
な
ど
、
利
他
的
な
精
神
で
画
期
的
な
試
み

を
次
々
と
実
行
し
ま
し
た
。

家（home）で紡ぐ（spun）を語源とするホームスパン。農家が羊毛を染め、糸を紡ぎ、機織り機で布にしたもの。
北村の綿羊やホームスパンは多くの品評会で上位を独占した。

北村黽（1876～1960）
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大正

昭和

平成

令和

兄
・
雄
治
の
遺
志
を
継
ぎ

村
づ
く
り
に
奮
闘
し
た
北
村
黽
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北
村
黽び

ん

は
、
北
村
雄
治
の
弟
と
し
て
明
治
９
年
（
１
８
７
６
年
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
雄
治
が
亡
父
か
ら
継
い
だ
酒
造
業

を
手
伝
い
、
酒
造
業
廃
業
後
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
っ
て
羊
牧
場
や
港
で
働
き
ま
し
た
。
雄
治
の
没
後
、
黽
は
北
村
農
場

に
移
住
し
、
明
治
43
年
か
ら
４
年
間
、
北
村
の
戸
長
と
し
て
村
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
し
た
。
退
職
時
に
4
年
分
の
給
料
を
北

村
小
学
校
の
改
築
費
な
ど
に
寄
付
し
た
こ
と
か
ら
も
、
自
分
の
利
益
は
度
外
視
し
て
、
地
域
に
尽
く
す
信
念
が
う
か
が
え
ま
す
。

大
正
3
年
（
１
９
１
４
）、
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
こ
る
と
羊
毛
の
輸
入
が
止
ま
り
、
毛
織
物
が
値
上
が
り
し
ま
し
た
。

黽
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
羊
牧
場
で
の
経
験
か
ら
、
国
に
綿
羊
の
払
下
げ
を
働
き
か
け
ま
し
た
が
、
日
本
で
の
飼
育
法
が
確

立
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
却
下
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
黽
は
自
力
で
綿
羊
を
集
め
て
北
村
綿
羊
組
合
を
結
成
し
、
ま
る
で
犬
猫

を
か
わ
い
が
る
よ
う
に
飼
育
し
た
と
こ
ろ
、
品
評
会
で
上
位
を
独
占
す
る
綿
羊
が
育
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
全
国
に
先
駆
け
て

「
羊
毛
加
工
講
習
会
」
を
開
き
、
農
閑
期
に
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
製
作
で
収
入
を
得
ら
れ

る
技
術
を
広
め
ま
し
た
。
大
正
13
年
、
日
本
初
の
純
国
産
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
が
北
村

で
誕
生
し
、
皇
室
へ
の
献
上
品
に
な
る
ほ
ど
優
れ
た
作
品
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

羊
肉
料
理
の
普
及
の
た
め
に
大
正
13
年
、
北
村
緬
羊
畜
産
組
合
が
発
行
し
た
レ
シ

ピ
集
に
あ
る
「
羊
肉
の
網
焼
き
」
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
原
型
と
さ
れ
、
北
村
は
「
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
発
祥
の
地
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

黽
は
、
牧
畜
、
造
田
、
灌
漑
用
水
建
設
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
、
農
村
の
基
盤
整
備
を
進
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）、
北

村
農
場
の
小
作
人
に
農
地
を
解
放
す
る
決
心
を
し

ま
す
。
そ
れ
は
雄
治
の
遺
志
で
も
あ
り
ま
し
た
。

背
景
に
あ
っ
た
の
は
「
自
作
農
に
な
る
こ
と
で
、

土
地
を
愛
し
、
生
産
を
高
め
、
生
活
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
郷
土
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
の
思
い
で
す
。
と
は
い
え
、
小
作
人
が
土

地
を
購
入
す
る
の
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
黽
は
、

所
有
す
る
農
地
の
大
半
を
、
国
が
規
定
し
た
半
分

以
下
の
価
格
で
譲
渡
し
ま
し
た
。
当
時
、
こ
う
し

た
考
え
を
実
行
し
た
人
は
稀
で
、
黽
の
高
い
見
識

が
表
れ
て
い
ま
す
。

黽
は
綿
羊
飼
育
、
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
製
作
、
自
作
農

の
創
設
な
ど
、
利
他
的
な
精
神
で
画
期
的
な
試
み

を
次
々
と
実
行
し
ま
し
た
。

家（home）で紡ぐ（spun）を語源とするホームスパン。農家が羊毛を染め、糸を紡ぎ、機織り機で布にしたもの。
北村の綿羊やホームスパンは多くの品評会で上位を独占した。

北村黽（1876～1960）
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昭和

平成

令和

兄
・
雄
治
の
遺
志
を
継
ぎ

村
づ
く
り
に
奮
闘
し
た
北
村
黽
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幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
北
村
謹き

ん

は
、
長
兄
の
雄
治
を
親
代
わ
り
と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

札
幌
農
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
が
、
病
気
の
た
め
中
退
。
牛
の
飼
育
が
好
き
で
、
大
正
3
年

（
１
９
１
４
）
に
分
家
と
し
て
独
立
し
て
北
村
牧
場
を
開
き
、
デ
ン
マ
ー
ク
農
法
を
実
践
し
ま

す
。
デ
ン
マ
ー
ク
農
法
と
は
、
家
畜
の
厩
肥
を
活
用
し
て
地
力
を
上
げ
て
作
物
を
作
り
、
か

つ
農
民
自
身
が
協
同
組
合
を
組
織
し
て
産
業
と
し
て
動
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。
謹
は
、
乳

量
の
多
い
優
良
な
牛
の
改
良
と
飼
育
に
取
り
組
み
、「
空
知
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
父
」
と
慕
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
（
後
の
雪
印
乳
業
）
の
役
員
と
し
て
乳
製
品
を
広
め
、

酪
農
義
塾
（
後
の
酪
農
学
園
大
学
）
の
理
事
と
し
て
後
進
を
育
て
ま
し
た
。
謹
の
妻
・
智
恵
は
、

元
函
館
区
立
弥
生
尋
常
小
学
校
教
諭
で
石
川
啄
木
の
同
僚
で
し
た
。
啄
木
が
智
恵
に
送
っ
た

『
一
握
の
砂
』
の
返
礼
と
し
て
、
智
恵
か
ら
バ
タ
ー
が
送
ら
れ
て
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
啄

木
は
歌
に
詠
み
、『
悲
し
き
玩
具
』
に
収
め
ま
し
た
。
北
村
牧
場
跡
地
に
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
同
時
代
の
岩
見
沢
に
生
き
た
詩
人
・
加
藤
愛
夫
は
、
謹
の
人
と
な
り
を
『
雪
ど

け
』
に
次
の
よ
う
に
描
き
ま
し
た
。

謹
は
、
後
の
雪
印
乳
業
や
酪
農
学
園
大
学
設
立
に
関

わ
り
、
北
海
道
の
酪
農
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

石
狩
の
空
知
郡
の
　
牧
場
の
お
嫁
さ
ん
よ
り
送
り
来
し
　
バ
タ
か
な

雪
ど
け

　
加
藤
愛
夫
（
昭
和
6
年（
1
9
3
1
）『
海
図
』／

『
詩
人
の
い
る
風
景
』
再
掲
）

朝
早
く
K
氏
が
や
っ
て
来
た

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
と
な
め
し
革
の
労
働
服
で

　
　
　
　
　
　

夫
人
の
手
に
な
る
自
慢
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
来
た

　

氏
は
、
村
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
あ
り
、
大
牧
場
主

こ
の
頃
は
世
界
的
名
牛
を
出
し
て
有
卦
に
入
っ
て
い
る

　
　
し
か
し
副
業
を
持
た
ね
ば
や
っ
て
ゆ
け
ま
せ
ん

　
　
　

　
　
上
バ
タ
ー
一
ポ
ン
ド
五
十
銭
で
は

　
　
牛
乳
一
升
一
六
銭
五
厘
で
は

氏
は
人
格
の
高
い
人
で
あ
っ
た

思
っ
た
こ
と
は
必
ず
や
り
通
す
意
志
の
人
で
あ
っ
た

そ
し
て
謙
遜
で

さ
れ
ば
こ
そ
若
い
私
に
も
こ
う
し
て
話
を
持
ち
か
け
る
の
だ
っ
た

心
底
か
ら
農
民
生
活
を
語
る
の
だ
っ
た

　
　つ
ら
い
も
の
で
す
、
何
と
い
う
生
れ
合
わ
せ
で
し
ょ
う
か

　
　
村
の
娘
は
百
姓
が
厭
だ
と
言
い
ま
す

氏
は
輝
く
顔
を
上
げ
て
笑
っ
た

雪
や
け
の
大
き
な
顔
に
陽
が
照
っ
た

氏
は
都
市
人
の
消
費
に
つ
い
て

私
は
販
売
及
中
間
商
人
の
暴
利
に
つ
い
て

　
　残
る
も
の
は
汗
と
苦
ば
か
り
で
す
な

　
　
農
民
の
あ
ご
は
乾
上
り
か
け
て
い
ま
す

氏
は
昼
近
く
帰
っ
た

か
た
雪
を
踏
ん
で
ス
テ
ッ
キ
を
つ
き

後
姿
を
見
送
る
と
老
い
て
見
え
た

う

け

ひ
あ
が

ち
ち

水害から牛を守ろうと謹が考えた2階建て牛舎（昭和
9年撮影）。北村牧場が優れたホルスタイン種の繁殖
に貢献し、道内外で飼育農家が増えた。

北村謹（1882～1935）
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デ
ン
マ
ー
ク
農
法
を
志
向
し
、

空
知
地
方
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
導
入
し
た
北
村
謹
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幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
北
村
謹き

ん

は
、
長
兄
の
雄
治
を
親
代
わ
り
と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

札
幌
農
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
が
、
病
気
の
た
め
中
退
。
牛
の
飼
育
が
好
き
で
、
大
正
3
年

（
１
９
１
４
）
に
分
家
と
し
て
独
立
し
て
北
村
牧
場
を
開
き
、
デ
ン
マ
ー
ク
農
法
を
実
践
し
ま

す
。
デ
ン
マ
ー
ク
農
法
と
は
、
家
畜
の
厩
肥
を
活
用
し
て
地
力
を
上
げ
て
作
物
を
作
り
、
か

つ
農
民
自
身
が
協
同
組
合
を
組
織
し
て
産
業
と
し
て
動
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。
謹
は
、
乳

量
の
多
い
優
良
な
牛
の
改
良
と
飼
育
に
取
り
組
み
、「
空
知
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
父
」
と
慕
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
（
後
の
雪
印
乳
業
）
の
役
員
と
し
て
乳
製
品
を
広
め
、

酪
農
義
塾
（
後
の
酪
農
学
園
大
学
）
の
理
事
と
し
て
後
進
を
育
て
ま
し
た
。
謹
の
妻
・
智
恵
は
、

元
函
館
区
立
弥
生
尋
常
小
学
校
教
諭
で
石
川
啄
木
の
同
僚
で
し
た
。
啄
木
が
智
恵
に
送
っ
た

『
一
握
の
砂
』
の
返
礼
と
し
て
、
智
恵
か
ら
バ
タ
ー
が
送
ら
れ
て
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
啄

木
は
歌
に
詠
み
、『
悲
し
き
玩
具
』
に
収
め
ま
し
た
。
北
村
牧
場
跡
地
に
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
同
時
代
の
岩
見
沢
に
生
き
た
詩
人
・
加
藤
愛
夫
は
、
謹
の
人
と
な
り
を
『
雪
ど

け
』
に
次
の
よ
う
に
描
き
ま
し
た
。

謹
は
、
後
の
雪
印
乳
業
や
酪
農
学
園
大
学
設
立
に
関

わ
り
、
北
海
道
の
酪
農
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

石
狩
の
空
知
郡
の
　
牧
場
の
お
嫁
さ
ん
よ
り
送
り
来
し
　
バ
タ
か
な

雪
ど
け

　
加
藤
愛
夫
（
昭
和
6
年（
1
9
3
1
）『
海
図
』／

『
詩
人
の
い
る
風
景
』
再
掲
）

朝
早
く
K
氏
が
や
っ
て
来
た

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
と
な
め
し
革
の
労
働
服
で

　
　
　
　
　
　

夫
人
の
手
に
な
る
自
慢
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
来
た

　

氏
は
、
村
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
あ
り
、
大
牧
場
主

こ
の
頃
は
世
界
的
名
牛
を
出
し
て
有
卦
に
入
っ
て
い
る

　
　
し
か
し
副
業
を
持
た
ね
ば
や
っ
て
ゆ
け
ま
せ
ん

　
　
　

　
　
上
バ
タ
ー
一
ポ
ン
ド
五
十
銭
で
は

　
　
牛
乳
一
升
一
六
銭
五
厘
で
は

氏
は
人
格
の
高
い
人
で
あ
っ
た

思
っ
た
こ
と
は
必
ず
や
り
通
す
意
志
の
人
で
あ
っ
た

そ
し
て
謙
遜
で

さ
れ
ば
こ
そ
若
い
私
に
も
こ
う
し
て
話
を
持
ち
か
け
る
の
だ
っ
た

心
底
か
ら
農
民
生
活
を
語
る
の
だ
っ
た

　
　つ
ら
い
も
の
で
す
、
何
と
い
う
生
れ
合
わ
せ
で
し
ょ
う
か

　
　
村
の
娘
は
百
姓
が
厭
だ
と
言
い
ま
す

氏
は
輝
く
顔
を
上
げ
て
笑
っ
た

雪
や
け
の
大
き
な
顔
に
陽
が
照
っ
た

氏
は
都
市
人
の
消
費
に
つ
い
て

私
は
販
売
及
中
間
商
人
の
暴
利
に
つ
い
て

　
　残
る
も
の
は
汗
と
苦
ば
か
り
で
す
な

　
　
農
民
の
あ
ご
は
乾
上
り
か
け
て
い
ま
す

氏
は
昼
近
く
帰
っ
た

か
た
雪
を
踏
ん
で
ス
テ
ッ
キ
を
つ
き

後
姿
を
見
送
る
と
老
い
て
見
え
た

う

け

ひ
あ
が

ち
ち

水害から牛を守ろうと謹が考えた2階建て牛舎（昭和
9年撮影）。北村牧場が優れたホルスタイン種の繁殖
に貢献し、道内外で飼育農家が増えた。

北村謹（1882～1935）

6

- K I T A M U R A -★

明治

大正

昭和

平成

令和

デ
ン
マ
ー
ク
農
法
を
志
向
し
、

空
知
地
方
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
導
入
し
た
北
村
謹
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石
狩
川
に
面
し
た
北
村
は
、
川
が
交
通
手
段
だ
っ
た
た
め
、
道
路
の
整
備
に
は
長
い
年
月
が
か
か
り
ま
し
た
。
明
治
20
年

（
１
８
８
７
）
に
完
成
し
た
樺
戸
道
路
（
峰
樺
道
路
）
は
月
形
と
峰
延
を
結
び
、
明
治
28
年
に
は
月
形
と
幌
向
を
往
来
す
る

堤
防
沿
い
の
樺
戸
街
道
（
の
ち
沿
岸
道
路
）
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
北
村
の
外
縁
を
巡
る
道
で
、
岩
見
沢
村
戸
長
役
場

へ
行
く
に
は
、
歩
い
て
幌
向
に
出
て
、
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。

明
治
31
年
、
日
野
農
場
が
私
費
で
千
間
道
路
を
つ
く
り
、
岩
見
沢
道
路
が
水
害
救
済
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
ま
し
た
。
二

つ
の
交
差
点
（
赤
川
、
現
農
協
GS
）
は
泥
炭
地
の
真
ん
中
で
、
水
没
し
て
使
え
な
い
こ
と
も
。
岩
見
沢
道
路
は
東
側
に
並
行

し
て
も
う
一
本
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
赤
川
交
差
点
の
手
前
で
工
事
が
中
断
し
、
斜

め
道
路
は
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
や
っ
と
完
成
し
ま
し
た
。

泥
炭
の
軟
弱
地
盤
に
は
悩
ま
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
道
路
改
修
に
必
要
な
砂
利
や
真

土
を
採
取
で
き
な
い
北
村
は
、
他
か
ら
高
額
で
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
昭
和
に
な
っ

て
も
主
要
道
路
の
維
持
で
精
一
杯
。
原
野
の
開
拓
道
路
は
戦
後
の
「
新
道
路
法
」
を

待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
央
バ
ス
が
走
る
の
は
開
村
か
ら
50
年
以
上
も
後

で
し
た
。

道
路
の
整
備
、
維
持
に
お
い
て
も
、
泥
炭
の
軟
弱
地
盤
の
克
服
が
課
題
で
し
た
。

昭和32年頃、北村を走った中央バス。待ちに
待った公共交通機関の誕生である。

7

- K I T A M U R A -★

明治

大正

昭和

平成

令和

信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

北
村
の
全
面
積
の
77
％
は
、
農
業
に
不
向
き
な
泥
炭
地
で
し
た
。

重
機
の
な
い
昔
、
手
掘
り
の
排
水
溝
で
泥
炭
か
ら
水
を
抜
き
、

客
土
し
、
灌
漑
用
水
を
引
い
て
、

や
っ
と
作
物
が
育
つ
農
地
に
な
り
ま
し
た
。

北
村
の
土
の
一
粒
一
粒
は
、
人
々
の
汗
と
思
い
が
作
り
上
げ
た
も
の
な
の
で
す
。

- K I T A M U R A -★

農
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農

農
を

お
こ
す

泥
炭
地
に
阻
ま
れ
、
長
年
月
か
か
っ
た
道
路
交
通
の
整
備
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石
狩
川
に
面
し
た
北
村
は
、
川
が
交
通
手
段
だ
っ
た
た
め
、
道
路
の
整
備
に
は
長
い
年
月
が
か
か
り
ま
し
た
。
明
治
20
年

（
１
８
８
７
）
に
完
成
し
た
樺
戸
道
路
（
峰
樺
道
路
）
は
月
形
と
峰
延
を
結
び
、
明
治
28
年
に
は
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幌
向
を
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来
す
る

堤
防
沿
い
の
樺
戸
街
道
（
の
ち
沿
岸
道
路
）
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
北
村
の
外
縁
を
巡
る
道
で
、
岩
見
沢
村
戸
長
役
場

へ
行
く
に
は
、
歩
い
て
幌
向
に
出
て
、
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。

明
治
31
年
、
日
野
農
場
が
私
費
で
千
間
道
路
を
つ
く
り
、
岩
見
沢
道
路
が
水
害
救
済
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
ま
し
た
。
二

つ
の
交
差
点
（
赤
川
、
現
農
協
GS
）
は
泥
炭
地
の
真
ん
中
で
、
水
没
し
て
使
え
な
い
こ
と
も
。
岩
見
沢
道
路
は
東
側
に
並
行

し
て
も
う
一
本
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
赤
川
交
差
点
の
手
前
で
工
事
が
中
断
し
、
斜

め
道
路
は
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
や
っ
と
完
成
し
ま
し
た
。

泥
炭
の
軟
弱
地
盤
に
は
悩
ま
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
道
路
改
修
に
必
要
な
砂
利
や
真

土
を
採
取
で
き
な
い
北
村
は
、
他
か
ら
高
額
で
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
昭
和
に
な
っ

て
も
主
要
道
路
の
維
持
で
精
一
杯
。
原
野
の
開
拓
道
路
は
戦
後
の
「
新
道
路
法
」
を

待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
央
バ
ス
が
走
る
の
は
開
村
か
ら
50
年
以
上
も
後

で
し
た
。

道
路
の
整
備
、
維
持
に
お
い
て
も
、
泥
炭
の
軟
弱
地
盤
の
克
服
が
課
題
で
し
た
。

昭和32年頃、北村を走った中央バス。待ちに
待った公共交通機関の誕生である。
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明治

大正

昭和

平成

令和

信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

北
村
の
全
面
積
の
77
％
は
、
農
業
に
不
向
き
な
泥
炭
地
で
し
た
。

重
機
の
な
い
昔
、
手
掘
り
の
排
水
溝
で
泥
炭
か
ら
水
を
抜
き
、

客
土
し
、
灌
漑
用
水
を
引
い
て
、

や
っ
と
作
物
が
育
つ
農
地
に
な
り
ま
し
た
。

北
村
の
土
の
一
粒
一
粒
は
、
人
々
の
汗
と
思
い
が
作
り
上
げ
た
も
の
な
の
で
す
。
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農

農
を

お
こ
す

泥
炭
地
に
阻
ま
れ
、
長
年
月
か
か
っ
た
道
路
交
通
の
整
備
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農

明
治
時
代
半
ば
、
移
住
者
が
増
え
て
く
る
に
つ
れ
、
北
海
道
庁
は
殖
民
地
を
選
定
し
て
区
画

を
行
い
ま
し
た
。
殖
民
地
と
は
開
墾
予
定
地
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
北
村
は
そ
の
対
象
外
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
北
村
の
77
％
が
、
農
作
物
の
生
育
に
適
さ
な
い
泥
炭
地
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

泥
炭
と
は
、
気
温
が
低
く
微
生
物
の
働
き
が
不
活
発
な
た
め
に
植
物
が
完
全
に
分
解
さ
れ
ず

に
で
き
た
土
の
こ
と
。
強
酸
性
で
無
機
成
分
が
乏
し
く
、
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
水
分
を
含
ん
だ

軟
弱
地
盤
で
す
。
植
物
の
繊
維
が
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
馬
１
頭
で
は
と
て
も
耕
せ
ず
、
２

頭
引
き
で
よ
う
や
く
で
き
た
ほ
ど
で
し
た
。
田
の
代
掻
き
で
は
、
馬
の
脚
が
ず
ぶ
ず
ぶ
と
沈
ん

で
い
く
の
で
、
草ぞ

う
り鞋
を
履
か
せ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
人
々
は
、
泥
炭
地
を
農
地
に
変
え
る
た
め
、
不
断
の
努
力
を
続
け
ま
し
た
。
ま
ず
、

排
水
溝
を
掘
っ
て
土
中
か
ら
水
を
抜
き
、
地
下
水
位
を
下
げ
、
土
地
を
乾
か
し
ま
し
た
。
重
機

の
な
い
時
代
、
そ
の
多
く
は
手
掘
り
で
し
た
。
掘
っ
た
溝
が
地
表
に
見
え
て
い
る
の
が
明め

い
き
ょ渠
、

排
水
管
な
ど
が
土
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
が
暗あ

ん
き
ょ渠
で
す
。
北
村
に
限
ら
ず
、
北
海
道
は
泥
炭

地
が
多
い
の
で
、
農
地
の
地
下
に
は
、
排
水
の
た
め
の
管
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

排
水
の
次
は
、
客
土
で
す
。
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
か
ら
客
土
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

山
な
ど
の
土
を
泥
炭
地
に
入
れ
、
農
作
物
が
育
つ
よ
う
な
土

質
に
改
良
す
る
の
で
す
。
膨
大
な
量
の
土
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。
馬
が
運
ぶ
馬
搬
客
土
、
レ
ー
ル

（
軌
道
）
を
敷
い
て
ト
ロ
ッ
コ
で
運
ぶ
軌
道
客
土
、
台
箱
を

載
せ
た
バ
チ
橇そ

り

を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
牽
引
し
て
運
ぶ
バ
チ
客
土
、

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
の
よ
う
な
索さ

く
ど
う道

に
よ
っ
て
空
中
を
運
ぶ

索
道
客
土
、
水
を
加
え
て
泥
状
に
し
て
パ
イ
プ
で
送
る
送
泥

客
土
…
…
。
時
代
が
下
る
と
ト
ラ
ッ
ク
客
土
も
登
場
し
ま
し

た
。
客
土
は
土
質
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
豊
か
な
実
り
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
客
土
前
は
黒
っ
ぽ
か
っ
た
稲
が
、
客
土

を
施
し
た
田
で
は
黄
金
色
に
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
一
に
排
水
、
二
に
客
土
」
を
旗
印
に
、
気
が
遠
く
な
る

ほ
ど
の
苦
労
を
重
ね
て
、
泥
炭
地
は
変
貌
し
ま
し
た
。
北
村

で
は
、
土
の
一
粒
一
粒
に
人
の
汗
が
し
み
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

今
、
北
村
に
広
が
る
田
畑
は
、
先
人
が
泥
炭
地
と
格
闘
し
て

農
地
に
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の
方
法
は
「
１
に
排
水
、

２
に
客
土
」
で
し
た
。

①排水のための管を1本1本、埋設する人々。写真は重機による開削だが、排水溝は長い
間、手掘りだった。②開拓期から昭和40年代まで行われていた、馬橇（ばそり）による客土。
③線路を引いて行われた軌道客土。昭和20年撮影。

夕張山地の山土を圃場に客土するために途中の函館本線と国道12号をまたぐ必要があり、空中に索道が
設置された。日本唯一の架空索道客土の風景だ。昭和30年完成したが安全対策のため本格稼働は35年。
約10年で約1300haに客土を施した。

① ② ③

写
真
は
す
べ
て『
曠
野
に
立
ち
て 

北
村
土
地
改
良
史
』（
平
成
16
年
、空
知
郡
北
村
発
行
）よ
り
。

1
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農

江戸

明治

大正

昭和

平成

令和

全
面
積
の
77
％
が
泥
炭
地

マ
イ
ナ
ス
を
克
服
し
、
実
り
の
大
地
に
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農

明
治
時
代
半
ば
、
移
住
者
が
増
え
て
く
る
に
つ
れ
、
北
海
道
庁
は
殖
民
地
を
選
定
し
て
区
画

を
行
い
ま
し
た
。
殖
民
地
と
は
開
墾
予
定
地
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
北
村
は
そ
の
対
象
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で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
北
村
の
77
％
が
、
農
作
物
の
生
育
に
適
さ
な
い
泥
炭
地
だ
っ
た
か
ら
で
す
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泥
炭
と
は
、
気
温
が
低
く
微
生
物
の
働
き
が
不
活
発
な
た
め
に
植
物
が
完
全
に
分
解
さ
れ
ず

に
で
き
た
土
の
こ
と
。
強
酸
性
で
無
機
成
分
が
乏
し
く
、
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
水
分
を
含
ん
だ

軟
弱
地
盤
で
す
。
植
物
の
繊
維
が
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
馬
１
頭
で
は
と
て
も
耕
せ
ず
、
２

頭
引
き
で
よ
う
や
く
で
き
た
ほ
ど
で
し
た
。
田
の
代
掻
き
で
は
、
馬
の
脚
が
ず
ぶ
ず
ぶ
と
沈
ん

で
い
く
の
で
、
草ぞ

う
り鞋
を
履
か
せ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
人
々
は
、
泥
炭
地
を
農
地
に
変
え
る
た
め
、
不
断
の
努
力
を
続
け
ま
し
た
。
ま
ず
、

排
水
溝
を
掘
っ
て
土
中
か
ら
水
を
抜
き
、
地
下
水
位
を
下
げ
、
土
地
を
乾
か
し
ま
し
た
。
重
機

の
な
い
時
代
、
そ
の
多
く
は
手
掘
り
で
し
た
。
掘
っ
た
溝
が
地
表
に
見
え
て
い
る
の
が
明め

い
き
ょ渠
、

排
水
管
な
ど
が
土
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
が
暗あ

ん
き
ょ渠
で
す
。
北
村
に
限
ら
ず
、
北
海
道
は
泥
炭

地
が
多
い
の
で
、
農
地
の
地
下
に
は
、
排
水
の
た
め
の
管
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

排
水
の
次
は
、
客
土
で
す
。
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
か
ら
客
土
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

山
な
ど
の
土
を
泥
炭
地
に
入
れ
、
農
作
物
が
育
つ
よ
う
な
土

質
に
改
良
す
る
の
で
す
。
膨
大
な
量
の
土
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。
馬
が
運
ぶ
馬
搬
客
土
、
レ
ー
ル

（
軌
道
）
を
敷
い
て
ト
ロ
ッ
コ
で
運
ぶ
軌
道
客
土
、
台
箱
を

載
せ
た
バ
チ
橇そ

り

を
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
牽
引
し
て
運
ぶ
バ
チ
客
土
、

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
の
よ
う
な
索さ

く
ど
う道

に
よ
っ
て
空
中
を
運
ぶ

索
道
客
土
、
水
を
加
え
て
泥
状
に
し
て
パ
イ
プ
で
送
る
送
泥

客
土
…
…
。
時
代
が
下
る
と
ト
ラ
ッ
ク
客
土
も
登
場
し
ま
し

た
。
客
土
は
土
質
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
豊
か
な
実
り
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
客
土
前
は
黒
っ
ぽ
か
っ
た
稲
が
、
客
土

を
施
し
た
田
で
は
黄
金
色
に
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
一
に
排
水
、
二
に
客
土
」
を
旗
印
に
、
気
が
遠
く
な
る

ほ
ど
の
苦
労
を
重
ね
て
、
泥
炭
地
は
変
貌
し
ま
し
た
。
北
村

で
は
、
土
の
一
粒
一
粒
に
人
の
汗
が
し
み
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

今
、
北
村
に
広
が
る
田
畑
は
、
先
人
が
泥
炭
地
と
格
闘
し
て

農
地
に
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の
方
法
は
「
１
に
排
水
、

２
に
客
土
」
で
し
た
。

①排水のための管を1本1本、埋設する人々。写真は重機による開削だが、排水溝は長い
間、手掘りだった。②開拓期から昭和40年代まで行われていた、馬橇（ばそり）による客土。
③線路を引いて行われた軌道客土。昭和20年撮影。

夕張山地の山土を圃場に客土するために途中の函館本線と国道12号をまたぐ必要があり、空中に索道が
設置された。日本唯一の架空索道客土の風景だ。昭和30年完成したが安全対策のため本格稼働は35年。
約10年で約1300haに客土を施した。

① ② ③

写
真
は
す
べ
て『
曠
野
に
立
ち
て 

北
村
土
地
改
良
史
』（
平
成
16
年
、空
知
郡
北
村
発
行
）よ
り
。
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明治

大正

昭和

平成

令和

全
面
積
の
77
％
が
泥
炭
地

マ
イ
ナ
ス
を
克
服
し
、
実
り
の
大
地
に
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農

近
年
、
北
海
道
で
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
や
「
な
な
つ
ぼ
し
」
と
い
っ
た
特
A
評
価
の
お

い
し
い
お
米
が
続
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
北
村
が
あ
る
空
知
地
方
は
北
海

道
最
大
の
産
地
。
し
か
し
一
朝
一
夕
に
米
ど
こ
ろ
と
な
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
時
代
初
期
、
お
雇
い
外
国
人
の
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー

ク
（
札
幌
農
学
校
教
頭
）
の
「
寒
冷
な
北
海
道
に
稲
作
は
向
か
な
い
」
と
の
見
解
に
従
い
、

畑
作
中
心
の
開
拓
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
開
拓
者
と
し
て
移
住
し
て
き
た
農

民
に
は
「
米
を
作
り
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
6
年
（
１
８
７
３
）、

中
山
久き

ゅ
う
ぞ
う
蔵
が
島
松
（
現
・
北
広
島
市
）
で
、
道
南
か
ら
取
り
寄
せ
た
赤
毛
種
の
栽
培
に

成
功
し
た
こ
と
は
、
空
知
で
も
米
作
り
が
で
き
る
希
望
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

北
村
に
お
け
る
稲
作
の
始
ま
り
は
、
明
治
31
年
（
１
８
９
８
）
の
こ
と
。
美
唄
達
布

の
石
塚
五
右
衛
門
は
中
ノ
沼
か
ら
水
を
引
い
て
、
高
岡
嘉
平
も
沼
の
水
を
使
っ
て
、
翌
年
、

収
穫
を
得
ま
し
た
。
値
段
の
上
下
が
激
し
い
畑
作
物
と
違
っ
て
、
米
の
価
格
は
高
く
安

定
し
て
い
ま
し
た
し
、
何
よ
り
、
水
害
に
苦
し
む
人
々
に
と
っ
て
、
水
に
浸
か
っ
て
も

持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
稲
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
作
物
だ
っ
た
の
で
す
。

北
村
農
場
を
開
い
た
北
村
雄
治
も
、
明
治
35
年
、
鏡
沼
の
ほ
と
り
に

蒸
気
機
関
を
動
力
と
す
る
米
国
製
の
揚
水
機
を
据
え
付
け
、
80
町
歩
の

造
田
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
費
用
は
現
在
の
貨
幣
価
値
で
数
千
万
円
に

相
当
し
ま
す
。『
北
村
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
機
械
力
に
よ
る
揚
水
で
水

田
耕
作
を
試
み
た
の
は
日
本
初
だ
と
か
！
　
け
れ
ど
も
不
運
な
こ
と
に

凶
作
で
多
額
の
損
害
を
被
り
、
雄
治
の
死
後
、
北
村
農
場
を
継
い
だ
弟

の
北
村
黽
は
、
水
田
耕
作
を
中
止
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
技
術
の
進
歩
で
寒
地
稲
作
へ
の
不
安
が
薄
れ
る
に
つ
れ
、

大
規
模
な
灌
漑
溝
で
農
業
用
水
を
引
い
て
水
田
を
開
こ
う
と
い
う
機

運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
大
正
7
年
の
米
騒
動
で
米
増
産
が
叫
ば
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
黽
は
稲
作
に
再
挑
戦
し
よ
う
と
石
狩
川
か
ら
揚
水
す
る

３
０
０
町
歩
の
造
田
計
画
を
立
て
ま
し
た
が
、
石
狩
川
左
岸
を
広
く
潤

す
灌
漑
溝
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
に
。
こ
れ
が
、
東
洋
最
大
の
規
模
と

シ
ス
テ
ム
と
称
賛
さ
れ
る
北
海
土
功
組
合
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

北
村
に
お
け
る
稲
作
の
始
ま
り
は
明
治
31
年
。
北
村
農
場
で
は
、
日
本

初
と
さ
れ
る
米
国
製
揚
水
機
に
よ
る
機
械
揚
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭和初期の田の草取りの様子。『曠野に立ちて　北村土地改良史』（平成16年、空知郡北村
発行）より。

高度経済成長に伴い、労働力が工業など他の産業に吸収されるようになり、農業労働力不足と経営農地の
拡大によって、高度な農業機械が求められるようになった。（右）昭和50年代初めから普及した乗用田植
え機による田植作業、（左）昭和40年代後半から普及した自脱型コンバインによる収穫作業。
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明治

大正

昭和

平成

令和

開
拓
者
た
ち
の
「
米
を
作
り
た
い
」と
い
う
強
い
思
い

稲
は
、
水
害
に
強
い
作
物
で
も
あ
っ
た
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近
年
、
北
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「
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」
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す
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し
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に
米
ど
こ
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な
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で
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あ
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（
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幌
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）
の
「
寒
冷
な
北
海
道
に
稲
作
は
向
か
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い
」
と
の
見
解
に
従
い
、

畑
作
中
心
の
開
拓
が
進
め
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ま
し
た
。
し
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し
、
開
拓
者
と
し
て
移
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し
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た
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民
に
は
「
米
を
作
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た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
6
年
（
１
８
７
３
）、

中
山
久き

ゅ
う
ぞ
う
蔵
が
島
松
（
現
・
北
広
島
市
）
で
、
道
南
か
ら
取
り
寄
せ
た
赤
毛
種
の
栽
培
に

成
功
し
た
こ
と
は
、
空
知
で
も
米
作
り
が
で
き
る
希
望
に
つ
な
が
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ま
し
た
。

北
村
に
お
け
る
稲
作
の
始
ま
り
は
、
明
治
31
年
（
１
８
９
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）
の
こ
と
。
美
唄
達
布

の
石
塚
五
右
衛
門
は
中
ノ
沼
か
ら
水
を
引
い
て
、
高
岡
嘉
平
も
沼
の
水
を
使
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て
、
翌
年
、

収
穫
を
得
ま
し
た
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の
上
下
が
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し
い
畑
作
物
と
違
っ
て
、
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の
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格
は
高
く
安

定
し
て
い
ま
し
た
し
、
何
よ
り
、
水
害
に
苦
し
む
人
々
に
と
っ
て
、
水
に
浸
か
っ
て
も

持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
稲
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
作
物
だ
っ
た
の
で
す
。

北
村
農
場
を
開
い
た
北
村
雄
治
も
、
明
治
35
年
、
鏡
沼
の
ほ
と
り
に

蒸
気
機
関
を
動
力
と
す
る
米
国
製
の
揚
水
機
を
据
え
付
け
、
80
町
歩
の

造
田
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
費
用
は
現
在
の
貨
幣
価
値
で
数
千
万
円
に

相
当
し
ま
す
。『
北
村
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
機
械
力
に
よ
る
揚
水
で
水

田
耕
作
を
試
み
た
の
は
日
本
初
だ
と
か
！
　
け
れ
ど
も
不
運
な
こ
と
に

凶
作
で
多
額
の
損
害
を
被
り
、
雄
治
の
死
後
、
北
村
農
場
を
継
い
だ
弟

の
北
村
黽
は
、
水
田
耕
作
を
中
止
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
技
術
の
進
歩
で
寒
地
稲
作
へ
の
不
安
が
薄
れ
る
に
つ
れ
、

大
規
模
な
灌
漑
溝
で
農
業
用
水
を
引
い
て
水
田
を
開
こ
う
と
い
う
機

運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
大
正
7
年
の
米
騒
動
で
米
増
産
が
叫
ば
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
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は
稲
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う
と
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狩
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か
ら
揚
水
す
る

３
０
０
町
歩
の
造
田
計
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を
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ま
し
た
が
、
石
狩
川
左
岸
を
広
く
潤

す
灌
漑
溝
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
に
。
こ
れ
が
、
東
洋
最
大
の
規
模
と

シ
ス
テ
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と
称
賛
さ
れ
る
北
海
土
功
組
合
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

北
村
に
お
け
る
稲
作
の
始
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は
明
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31
年
。
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で
は
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日
本

初
と
さ
れ
る
米
国
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揚
水
機
に
よ
る
機
械
揚
水
が
行
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れ
ま
し
た
。
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発行）より。
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作
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お
茶
碗
一
杯
の
ご
飯
に
相
当
す
る
米
を
栽
培
す
る
の
に
必
要
な
水
の
量
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
な
ん
と
、
2
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
約
１
０
０
本
分
！
　

大
量
の
水
を
賄
う
に
は
、
川
か
ら
水
を
取
り
入
れ
る
頭
首
工
や
用
水
路
な
ど
、

水
を
司
る
た
め
の
大
規
模
な
設
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
施
設
を
管

理
す
る
の
が
土
地
改
良
区
で
す
。

明
治
35
年
（
１
９
０
２
）、
政
府
は
米
の
増
産
と
移
住
者
の
定
着
の
た
め
、

北
海
道
土
功
組
合
法
を
制
定
し
、
農
業
設
備
を
整
備
す
る
た
め
の
融
資
を
受

け
や
す
く
し
ま
し
た
。
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
北
海
土
功
組
合
（
現
・

北
海
土
地
改
良
区
）
が
設
立
。
岩
見
沢
町
・
砂
川
村
・
沼
貝
村
・
三
笠
山
村
・

栗
沢
村
・
幌
向
村
・
北
村
の
有
志
に
よ
る
も
の
で
す
。
構
想
、
規
模
、
シ
ス

テ
ム
に
お
い
て
、
東
洋
一
と
称
さ
れ
た
北
海
土
功
組
合
の
目
的
は
、
空
知
川

の
水
で
1
万
町
歩
を
、
石
狩
川
の
水
で
１
１
０
０
町
歩
を
灌
漑
す
る
こ
と
。

関
東
大
震
災
と
重
な
り
、
資
金
調
達
で
は
官
民
と
も
に
た
い
へ
ん
な
苦
労
を

し
ま
す
。
理
事
に
よ
る
饗
応
問
題
が
起
き
、
清
廉
な
北
村
黽
が
理
事
就
任
を

請
わ
れ
ま
す
が
、
黽
は
報
酬
の
辞
退
の
み
な
ら
ず
、
陳
情
の
た
め
の
東
京
へ

の
旅
費
も
交
際
費
も
自
己
負
担
し
、
銀
行
融
資
の
個
人
保
証
に
は
自
分
の
全

財
産
を
あ
て
る
と
宣
言
。
緬
羊
飼
育
や
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
製
造
を
事
業
化
し
た

黽
の
実
行
力
が
信
用
さ
れ
、
資
金
調
達
が
完
了
し
ま
し
た
。

昭
和
4
年
（
１
９
２
９
）、
空
知
川
か
ら
の
水
を
導
く
幹
線
水
路
「
北
海

灌
漑
溝
（
現
・
北
海
幹
線
用
水
路
）」
が
完
成
。
赤
平
市
で
取
水
し
、
砂
川
市
、

奈
井
江
町
、
美
唄
市
、
三
笠
市
、
岩
見
沢
市
、
栗
沢
町
、
南
幌
町
ま
で
約
80
㎞
、

農
業
専
用
の
用
水
路
と
し
て
は
日
本
最
長
で
す
。

幹
線
か
ら
離
れ
た
北
村
は
、
石
狩
川
の
河
畔
に
昭
和
3
年
、
北
村
揚
水
機

場
を
建
設
し
て
石
狩
川
の
水
を
揚
水
し
、
灌
漑
を
行
い
ま
し
た
。

大
正
時
代
に
行
わ
れ
た
道
庁
に
よ
る
調
査
で
、
北
村
は
、
泥
炭
地
ゆ
え
米

作
り
に
適
さ
な
い
と
用
水
路
の
対
象
地
区
か
ら
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
黽
の
尽
力
は
大
き
く
、
北
海
土
功
組
合
史
に
「
創
立
以
来
の
貢
献
者
　
理

事
　
北
村
黽
」
と
、
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
4
年
に
で
き
た
北
海
灌
漑
溝
（
現
・
北
海
幹
線
用
水
路
）
は
、
日
本
一
の

長
さ
。
空
知
の
米
作
り
を
躍
進
さ
せ
ま
し
た
。
北
村
で
は
北
村
揚
水
機
場
を

設
置
し
、
石
狩
川
か
ら
の
取
水
に
よ
っ
て
水
田
を
灌
漑
し
ま
し
た
。

石
狩
川
の
水
を
灌
漑
に
使
う
た
め
の
北
村
揚
水
機
場
取
水
口（
右
）

と
、揚
水
機
を
動
か
す
蒸
気
機
関（
左
）。
当
初
、蒸
気
機
関
の
燃

料
は
石
炭
を
使
っ
た
が
、余
剰
電
力
を
安
く
利
用
で
き
る
電
力
に

転
換
。
そ
の
際
、黽
は
農
家
が
利
用
で
き
る
よ
う
電
力
会
社
に
働

き
か
け
、北
村
地
域
に
初
め
て
電
灯
が
つ
い
た
。

3
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農

明治

大正

昭和

平成

令和

米
作
り
に
必
須
の
水
を
、
ど
う
得
る
か

空
知
を
潤
す
用
水
路
が
で
き
る
ま
で
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お
茶
碗
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０
０
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融
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２
２
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・
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よ
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テ
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０
０
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昭
和
30
年
代
、
北
村
は
、
先
人
が
夢
見
た
豊
か
な
稲
作
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
40
年
代
の
「
米
離
れ
」

で
、
労
働
生
産
性
の
向
上
・
省
力
化
に
よ
る
低
コ
ス
ト
の
農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
切
り
札
と
な

る
高
性
能
の
大
型
農
業
機
械
を
導
入
す
る
に
は
、
水
田
を
近
代
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
水
田
区
画
を
大
型
化

し
、
湿
田
を
乾
田
化
し
て
大
型
の
農
業
機
械
を
使
い
や
す
く
す
る
の
で
す
。
そ
の
際
、
１
本
の
水
路
で
用
水
と
排
水
を
兼
ね

て
い
た
こ
れ
ま
で
の
方
式
を
見
直
し
、
用
水
路
と
排
水
路
を
分
離
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
路
の
機
能
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
と

も
に
、
大
型
の
農
業
機
械
が
通
行
し
や
す
い
農
道
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
泥
炭
地
水
田
を
大
型
化
す
る
方
法
と
し
て
、
北
村
農
協
、
空
知
支
庁
、
道
立
中
央
農
業
試
験
場
が
協
力
し
て
取
り
組
ん

だ
「
置
土
方
式
」（
別
名
を
北
村
方
式
と
い
う
）
は
、「
泥
炭
地
に
あ
っ
て
も
こ
の
方
式
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
あ
る
」
と
農
林
省
（
当
時
）

か
ら
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
な
る
べ
く
表
土
を
削
ら
な
い
で
、
低
い
所
に
客
土
を
し
て
平
ら
に
な
ら
す
と
い
う
方
法
で
す
。

こ
う
し
た
水
田
の
近
代
化
は
、
道
営
圃
場
整
備
事
業
と
し
て
、
昭
和
41
年

（
１
９
６
６
）、
北
栄
地
区
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
63
年
に
完
了
し
ま
し
た
。
地
区
ご
と

に
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
は
、
大
事
業
に
取
り
組
ん
だ
農
家
の
誇
り
を
伝
え
て
い
ま
す
。

水
田
の
近
代
化
は
大
型
の
農
業
機
械
の
導
入
を
可
能
に
し
、
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
地
域
の
記
念
碑
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

「豊かな農郷」碑

5地区合同「農魂興郷」碑

「水清く緑豊かに人和み
瑞穂輝く大富の里」碑

「竣工記念」碑

「拓魂農興」碑　

「頌土農興」碑

4

- K I T A M U R A -★

農

明治

大正

昭和

平成

令和

低
コ
ス
ト
の
農
業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に
、

水
田
を
近
代
的
に
整
備
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畑
で
同
じ
作
物
を
続
け
て
作
る
と
、
地
力
が
落
ち
て
収
量
が
減
っ
た
り
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

れ
を
連
作
障
害
と
い
い
ま
す
。
畑
作
中
心
の
十
勝
地
方
で
は
、
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
小
麦
・
て
ん
菜
・
馬
鈴
薯
・
豆

類
を
順
繰
り
に
栽
培
す
る
4
年
輪
作
体
系
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

米
ど
こ
ろ
空
知
で
も
転
作
し
た
圃
場
で
、
昭
和
60
年
頃
か
ら
小
麦
や
大
豆
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
小
麦
は
、
労
働

時
間
が
少
な
く
収
益
性
が
高
い
た
め
、
連
作
に
な
り
が
ち
で
、
連
作
障
害
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）、
水
稲
の
乾

か
ん
で
ん
ち
ょ
く
は
ん

田
直
播（
※
）
を
輪
作
体
系
に

導
入
す
る
と
い
う
、
画
期
的
な
「
空
知
型
輪
作
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

畑
か
ら
水
田
へ
、
水
田
か
ら
畑
へ
と
年
ご
と
に
形
態
が
変
わ
る
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
き
ち
ん
と
し
た
準
備
が
必
要
で
、
水
田
か
ら
畑
へ
の
転
換
時
に
は
、

水
は
け
を
良
く
す
る
排
水
対
策
が
不
可
欠
で
す
。
一
方
、
畑
か
ら
水
田
へ
の

転
換
時
に
は
、
水
漏
れ
対
策
が
重
要
で
す
。
田
を
取
り
囲
ん
で
い
る
畦
に
田

の
土
を
塗
り
つ
け
て
割
れ
目
や
穴
を
塞
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
均
一
に
水
を
張
る

た
め
に
、
レ
ー
ザ
ー
均
平
機
で
地
面
の
水
平
を
保
ち
ま
す
。

「
空
知
型
輪
作
」
の
効
果
は
、
連
作
障
害
の
回
避
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

圃
場
を
水
田
に
し
て
水
を
張
る
こ
と
で
、
病
虫
害
や
雑
草
が
一

掃
さ
れ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
な
た
ね
、
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
、
て
ん
菜
な
ど
、

新
規
の
畑
作
物
も
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
目
を
見
張
る
ほ
ど

の
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
な
た
ね
自
体
、
収
益
性
の
高
い
作

物
で
す
し
、
な
た
ね
を
作
る
と
土
が
ほ
こ
ほ
こ
し
て
水
は
け
が

よ
く
な
り
ま
し
た
。
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
根
を
地
中
深
く

伸
ば
し
て
土
の
透
水
性
・
排
水
性
を
向
上
さ
せ
、
畑
に
す
き
込

ん
だ
茎
葉
は
豊
か
な
土
壌
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
て
ん
菜
の
茎

葉
は
土
壌
の
微
生
物
活
性
を
高
め
、
後あ

と
さ
く作
の
収
量
が
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
多
品
目
の
作
付
け
に
よ
っ
て
、
気
象
災
害

な
ど
の
リ
ス
ク
も
分
散
で
き
ま
す
。
作
業
時
期
の
異
な
る
作
物

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
過
重
な
労
働
を
避
け
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

米
ど
こ
ろ
空
知
な
ら
で
は
の
「
空
知
型
輪
作
」
は
、
多
彩
な
作

物
を
安
定
し
て
収
穫
で
き
る
水
田
を
作
り
上
げ
、
多
く
の
実
り

を
も
た
ら
し
、
働
き
方
を
も
変
え
る
画
期
的
な
方
式
で
す
。

初夏の北村。なたねの黄色が印象的な田園風景に、「空知型輪作」の知恵が生きている。

「空知型輪作」の一例

（※）苗代で育てた稲の苗を水田に植えるのではなく、畑状態の田（乾田）に、直に種もみを播く（直播）こと。
苗立ちした後に水を入れる。
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す
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す
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。
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農

北
村
は
北
海
道
に
お
け
る
米
の
一
大
生
産
地
で
す
が
、
昭
和
40
年

代
に
米
の
生
産
調
整
が
始
ま
り
ま
し
た
。
転
作
作
物
と
し
て
小
麦
や

大
豆
・
小
豆
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

白
菜
は
全
道
一
の
生
産
量
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
空
知
型
輪
作

体
系
」
が
確
立
し
、
水
稲
が
直
播
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
不
要
に
な
っ

た
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
落
花
生
、
イ
チ
ゴ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
加
工

用
ト
マ
ト
、
バ
ジ
ル
な
ど
、
野
菜
の
種
類
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

高
温
を
好
む
た
め
北
海
道
に
は
適
さ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
落
花
生

で
す
が
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、
一
般
的

な
実
の
１
・
５
倍
も
あ
る
大
粒
の
品
種
「
お
お
ま
さ
り
」
の
栽
培
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
農
家
が
増
え
ま
し
た
。
真
空
パ
ッ
ク
の
塩

ゆ
で
落
花
生
は
岩
見
沢
市
の
特
産
品
と
し
て
評
判
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

落
花
生
料
理
の
レ
シ
ピ
集
も
人
気
で
、
落
花
生
の
炊
き
込
み
ご
飯
は

格
別
の
味
わ
い
。
落
花
生
を
ベ
ー
ス
に
し
た
バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
も
商
品
化

さ
れ
て
お
り
、
家
庭
で
手
軽
に
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

の
味
が
楽
し
め
ま
す
。
味
噌
や
漬
物
づ
く
り
も
盛
ん
で
「
北

村
の
か
あ
さ
ん
た
ち
の
手
作
り
」
が
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。
農
産
物
を
加
工
・
販
売
す
る
六
次
産
業

化
は
、
生
産
者
と
消
費
者
を
近
づ
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

多
種
多
様
な
野
菜
づ
く
り
は
、
新
た
な
活
動
も
生
み
出

し
ま
し
た
。
美
し
い
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た
り

歩
き
、
ゴ
ー
ル
で
地
元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
サ
ラ
ダ
を
味
わ

う
フ
ッ
ト
パ
ス
、
こ
だ
わ
り
の
漬
物
名
人
が
講
師
を
務
め

る
漬
物
ツ
ア
ー
、
北
村
に
精
通
す
る
野
菜
ソ
ム
リ
エ
が
主

宰
す
る
畑
ツ
ア
ー
と
落
花
生
ラ
ン
チ
交
流
、
収
穫
体
験
を

通
し
て
農
の
大
切
さ
に
触
れ
る
食
育
講
座
な
ど
な
ど
。
交

流
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
確
か
な
も
の
と
し
、
地

域
の
元
気
を
育
ん
で
い
ま
す
。

多
種
多
様
な
野
菜
と
そ
の
六
次
産
業
化
、
フ
ッ
ト
パ
ス
、

ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
、
そ
し
て
食
育
へ
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
豊
か
な
活
動
が
、
地
域
を
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

落花生は、花の後、めしべの子房の根
元が下向きに伸びて土にささり、土中
で子房が膨らんで落花生が実る。花
が落ちて実がなるように見えることが、
名前の由来。

漬物、味噌、麹、塩ゆで落花生など、六次産業化が進む。

元気に育つバジル。落花生との
コラボでジェノベーゼソースに。

フットパスとは「歩く小径」の意味でイギリス発祥。田園風景が身体も心もリフレッ
シュしてくれる（右）。農家による畑での解説もあるのが北村流フットパス（左）。

「源泉掛け流し43度の湯」で知られる北村温泉ホテル。令和3年にリニューアルオープンし、女性専用休憩室、
車椅子対応客室が設けられた。地元産食材を使った食事も人気。
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セ
ン
ニ
ン
モ
な
ど
の
沈
水
植
物
が
奇
跡
的
に
残
さ
れ
て
お
り
、
コ
オ
イ
ム
シ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の

希
少
な
水
生
昆
虫
も
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
三
角
沼
は
か
つ
て
の
原
野
の
中
心
部
に
位
置
し
た
沼
で
、や
は
り
良
好
な
環
境
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ッ
カ
イ
コ
ウ
ホ
ネ
が
咲
く
夏
に
は
湿
原
の
池
塘
と
し
て
の
原
風
景
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ア
カ

エ
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
な
ど
希
少
な
動
植
物
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
付
近
に
は
か
つ
て
の
原
野
の
沼
と
し
て
宮
島
沼
や
手
形
沼
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
富
栄
養
化
や

浅
底
化
な
ど
環
境
の
悪
化
が
深
刻
で
す
。
蓴じ
ゅ
ん
さ
い菜

沼
で
は
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
は
も
ち
ろ
ん
、
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ホ
ロ
ム
イ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
絶
滅
し
て
お
り
、
丸
沼
、
月
沼
、
蛇
沼
、
親
子
沼
な
ど
消
え
て
し
ま
っ
た
沼
も
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
の
北
村
に
は
イ
ト
ウ
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
、
カ
ワ
ウ
ソ
も
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ス
コ
ス
ガ

サ
ガ
サ
と
鳴
く
「
ね
こ
さ
が
し
」
や
、
牛
の
よ
う
に
鳴
く
「
や
ち
べ
こ
」
と
呼
ば
れ
る
生
き
物
も
い

た
と
い
い
ま
す
が
、
既
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
と
な
っ
て
は
そ
の
正
体
を
確
か
め

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
鏡
沼
や
三
角
沼
の
ほ
と
り
で
耳
を
す
ま
せ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
声

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
田
ん
ぼ
と
水
路
、
川
と
沼
、
河
畔
林
や
神
社
林
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
モ
ザ

イ
ク
状
に
入
り
交
じ
っ
た
北
村
の
里
地
環
境
に
は
、
多
様
な
動
植
物
が
生
息
し
、

豊
か
な
自
然
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
春
、
雪
解
け
後
の
田
ん
ぼ
に
は
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
マ
ガ
ン
が
群
れ
を
な
し
、
豊
正
神
社
に
は
エ
ゾ

エ
ン
ゴ
サ
ク
と
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
お
花
畑
が
広
が
り
ま
す
。
農
地
で
は
ヒ
バ
リ
が
さ
え
ず
り
、
ノ
ビ
タ

キ
や
ア
リ
ス
イ
な
ど
草
原
や
疎
林
に
生
息
す
る
小
鳥
も
賑
や
か
で
す
。
河
川
敷
で
は
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
が

の
そ
の
そ
と
歩
き
回
り
、
水
た
ま
り
に
は
エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
や
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
産
卵
。
ズ

ビ
ャ
ー
ク
、ズ
ビ
ャ
ー
ク
、ザ
ザ
ザ
ザ
…
…
と
派
手
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
フ
ラ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
は
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
り
鳥
、
オ
オ
ジ
シ
ギ
で
す
。

　
四
季
折
々
の
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
辺
り
一
帯
は
、
環
境
省
の
「
生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
里

地
里
山
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
か
つ
て
の
原
野
の
名
残
で
あ
る
数
々
の
沼

で
す
。
中
で
も
北
村
家
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
鏡
沼
は
、
北
海
道
の
環
境
緑
地
保
護
地
区
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
、
良
好
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
岸
辺
に
は
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、

オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
、
オ
オ
バ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
キ
ツ
リ
フ
ネ
な
ど
が
咲
き
、
か
つ
て
の
自
然
堤
防
の

縁
の
湿
地
林
と
し
て
の
原
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
中
に
は
他
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
ク
ロ
モ
、
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セ
ン
ニ
ン
モ
な
ど
の
沈
水
植
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奇
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イ
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